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第 3!回北海道草地紛究会大会次第
一・.1 、，

日 I~J 5月5日(水) '， 1 3 : 0 0 1 7 : 0 0 

場 所 北海道農業試験場大会議室

t 講演会 13:00 ，..__ 16:00 

-イ) ニュージーランドに台ける草地の造成と管理

農地l娼発機械公団 前島申次氏

ロ) 酪農近代化計闘と草地の果す役割j

北海道農務部専門技術員 -白 勲氏

2. 昭和 4 3年度総会

5 懇親，会

16:00 ，..__ 17:00 
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1日安z 講演 t

N~ 2;.における草地の造成と管単についてイ:

農砂崩発機械公団 1 

北海道支所、技制苛旨導役、 前 島

造成 ‘ ， 、

造成現場は政府の建52牧場建設現場で、 2ク所Lか見ヶCいないが、造成業者の機械基地一或ば

大学の農具庫等を併せ考えて、施工技術、機械機長共に特に働もているとはJEえない。然民主地の出

来型を見、色々の話を[場き、造成の契約誌にある仕様雷:等を見て、全てを綜合検討して、「施、

工が営農とつながっていること』を強く感じとれるロ民日ち北海道の農地造成は土木技術者の設計、

施工であるととo N ，Zは農業技術者によ1る設計施工で、あるD と云う ζとで、前者はスマートで手

際よいがどこか無理(経済的)が感じられるし、後者の出来型はどとか泥臭いが、営農的にスキ山ん，

(ロス)がないo という感じで・ある。又前者はきちょラめんで、ゐ完成を急、ぎ、後者は追々完成に

もって行く、(管理によって草地仕よげてゆく〉といった大きな違いなも感じる。そとで現場で γ

次申

t也(ー)草

ιω・

ノ、h匂

、
f 

J一

見たものをかき並べて見ると

，0必ず火入れを実施。従って排根最も少いっ排根線を何処にも見ない。不犠列lヰ;J¥堆積するか、 r

凹地に押込んで‘いる。入f畝g(完了地)!ζはそれも多く見ないのは焼却するものであろう。処々

，に失きな焼損残木を見る。急傾斜地(蹄耕法'?)は特に多く見る。

。砕士、。謹地、鎮圧が行届いているo

o播種完了地(発芽直后)に小田凸が見られない。

。同地区内で機械の使いわけ(平坦地と傾斜地のデスクムロ←の違い，)をしているb

o大木は抜根しない。

。独立樹ーを散在して残しているo

f 
〆 1

司 [

t

マ，

o 道路に側溝を見ない。

- 0，チエ'ン抜根の係用(1本 25 Qフィート 3.5七)。

01農兵は粗末で実用的(播極機、ローラー、デスク，れ口一、 'Tエシハロー等)等々。

契約仕様から見たもの:(政府建売牧場用依粋)。内容は仲々行届いていて読むほどに、前記の

営農的感覚を深く感じる。即ち、一般事項中、 o契約者哉はその従業員は、どんな理由があるに

せ・よ所不j地内に、どんな種類の犬といえども連れてくるととは許，されない。

。契約者は牧場のゲートを車が通ったあと閉ざしてお、く議・務がありLもしこの条項を怠った時に

は当局は随意に契約を破棄するであろうし、場合に，よって契約者から損害賠償をうけるか、さも

なくば保留為替手形からとヨむった費用の払いを控除す一るD

総工になける緩準的規定

決められた全ての土地にプ7クをかけるとと、、或ほグラクのか〉らない所は大型デスクをか(1) 

l' 

" 

， 
、，.'
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，ける。， (監督官は大型デスクをかける土地を決める。)

(イ) 凹凸が完全になくなること(すきあとは完全に反転されること。)以下lロj判

(2) すでにプラクがかけられた全ての土地にローラーをかけ、又デスクのかけ‘られたととるに大

型ハローがかけられること。

付) 監督官の認可されたタイプのローラー又はハローを使うこと(ケシブ3ツチローラーは不

可。)

(ロ) ローラーかけはプラ?と|司万向で行われなくてはならない。

(3) フ。ラク或は大型デスクかけのあ主の 2連デスクかけ、(イ)…"""lロjカットする角度は担当官のf旨

示で決める4例……(ニ)……体)テスク1-::1:プラワと同一方向にかけるo ト)デスクは笹地、砕土或は

その他のように、 2つの作業としては認められない。

(4) 全ての施工地に 1llilのチエジハローをかけること。(ハローはw円・された形)
(5) あらかじ，めハローがかけられた土地には、 2回目のローラーがけを実施する。

(イ) 地ならしローラーはケンプリッチ出であり、 Pングローラーであることo 単位としては 1

つ又はそれ以上を別いる J1~(。但し悩々のローラー巾は 1 0フィートを越えてはならない。

lロj この作業はチエシハロー后出来るだけ阜く行われること。

， (6) 土記のように耕作された/土地は、過燐酸石灰を 300lb /.エーカーづ、つ均等施肥されるoこ

の作業は播種前施工とする。航空機による場合は局長承認の場合のみとされる。

(イ) 認可'された航空機のみが使用される。以下休)までq

(7) 1エーカー当り牧草播種府立 30 1 bで-あり、認可されたjtli濯機によって均f割故布される。

付) 契約者はブロック管理人から出された種子を用いる義務を有する。以下(ニ)までo

(8i 播種された全ての土地は揺穏に続いて均平にされること。(K、R)以下(イ)---判まで口

以上の他航空機利用等(施肥、活種、薬剤Jj比布、雑草駆除、究者!駆除等)の約束どとを ζと細

ぬ吋こしるさオしている。

建売牧場について

1 9 4 6年以来 48，8 00 haを売波し、 482戸の牧場設立。昨年4千ha売波し、 4干lia新規着

工。目下 68千ha造成中。造成完了后公示、応募、選 ζう、入植となる。 48' 2戸の内訳、酪農

286戸、羊 19 1戸、羊と牛の混同 5戸。地の利を得た所から始めたので酪農が多いが、今后

羊が多くなるのであろう。市況からみてもそうなる。代表的規模、@羊経営=1 6 0 ，_ 2 0 0 ha 

繁殖羊 1，3 0 0、明 2才牝45 0、牡 39、O肉牛経営=同面積、アンガス基礎牝10 0、若牝

3 0 "" 5， 0、種牡5、@j名農経営=3 6，...，_， 6 4 ha、搾乳牛8O，..__， 9 0、土地により更に未経産

1 6、草地、建物、道路、オ対草、電気等に家畜を加え、時に乾草も用怠されて、平均した所で

2，5 0 0万円、頭金 15 %一時払い。銭 857;'33年、年利 5分5J豆、均等支払い。

IriJ一地区内で、地の利、土壊、草地等により経営が変り、適した造成がなされる。1:11]ち柔軟性

にとんでいることo売払いは(公示)経営の見通しがついてからなされるo -( 8年経過もある)

-4-
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傾斜地試験地(国営)にて(ワタワタ)

用地 5〆2.0 ha、羊(ボーダレスター)、牛(ホノレ、アシガス)、平坦部時機械施工4傾斜地

(犬部)ほ蹄耕法(航空機)、 7--8月六力刈払い。翌年 2........3月火入、多雨C1 5日om;n )の

ため、延焼帥仇くむしい一月を使、って火入。中性でライム使用せず、燐特集

種子;:;と【ぺV1 5、ホワイトクロパー5、ィクリアマ5、νョー;トローテよジ戸 y 5:、 『

コツタスアート 5‘!サプクロバー 5)、全て航空機撒布、 2年目追播(手撒布)により完成。羊 、

による蹄耕法、.多い時でエーカー当り 15--20頭、短時で 2--3任、長時で2週間位、ι(2年

目エーカー当 5"";6頭)羊は成長しきった去勢羊が主体、昔は牛を、今は羊を使っている。理由

は羊が安価故。疲れたと見たら直ちに既草地位移す。造成始めは羊を使いi徐々に牛を入れる¥のが

常道。ワフピは若芽のうち、空腹状態の羊が喰べてしまう。窒素肥料は一切使用しないqエロー

ジヨシは止匂也で心記なし(1 5 0 07lllltでも)N Zの東の方では起り得る。木を残して!防いT勺る。

「一般にはガ人エロージョンは多く見られる。直ちにj番J霊しで、足立は簡単な土えん堤によって

防いでいるo (之の試験は試験場で実施していた。)

，，(斗草地管理ー

造成よりも管理技術を重要視してあらめる研究を重ねている。家畜の放牧によって草を作って

行く技術、、造成完了と牧桐完了は同時ロ牧稲のない草地を見ない。橋種后 12 cm位で家畜に革

、を1喰べさせることの重要性をロック氏は強調、之によって、草の分けっと根張りを促進する。

「草はj昏極当年のばしてしまっては良草地は得られない。 Jr草ほ密l廷であって丈ではない。 J
とけだLロック氏の言明そのものと思えた口短い栄養高い草の利用が徹底している。 i1武になび

く草がないJと私は見た。 r放牧のない牧草追播はあり得-ない』とロック氏はいって，いるが、萱
科牧草に沿いて特に然りと思うし、造成の怨い時、蹄耕法で失敗した時よすぐ『追播すればよい j

という言葉を随所で鴎いた。牧有mの研究も本格的に、専問的にする必裂がある。牧区の大きさ、'

家畜の移動適時等に対して、ロック氏は「よい農家はよく草を見るJととによって行うとのみじ

か答えなかったが、北海道内、夫々の地帯に適した草種、ー.と収納(放牧切り上げ、採草ストッ

プ)削があるうと忠われる。前記の早・WI放牧にしる、裂は「草を見る限をつくるJこiとにあろう

かと忠う。

最后に、草地造成が、畜産経営と完全に消びついて、草地管理を誰もが理解して、一体となっ，

て新しい、，よいものを作って符きたいと思うし、試験研究がもっと現地と結ひpついて、あまり分

化されす綜合的なもので、我等に指導L頂いたいと希望して終りとしたい。最后に、 N~Z'の経営の

省力化、越冬対策 (A..S. Pチヤーモリヤ、スイーツ)、平雄配合の一定性(地帯別〉、人工授、

精のあり方、草種子の検査(国営〉、家畜運搬、乾草ベーノレの徹底と乾草舎 1、等々目新しく感じ

たものが多かったが、学ぶに価するlものと思っている白乞ど批判。

以 t上
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積一 10.3;0: 0 0平方哩(6， 600 万エーカ一、 2， 64、 0 万l~a ) 

賢一南緯 5・4~，~ 4 70 主都 クエグシトン(北島南端)と青森が略

海抜 6.50ブ Iード以下が全面積のすを占めるo

日::-，c 1 :9 6 l' )υ2  6千人(内マ引族 208千人)都市人口子、居f此

I 南 30 % 

地-4; ，3 3 0万エーカー(1， 7 3. 2千ha)(国土比 65.5% ) 

内訳-i .2， 0.0 0万エーカー(8 0 0万ha)蒔かれた草地及び耕作地

~ 2， 3 0' 0 11 ( 9' 2 0 N. )その他草地又は非生産に近い土地及

公式承認統計書iより抜すい

， . 
、

同緯度

北 70%、

N Z 

~i:iï 

ノ¥、
守

、_，叩.
、

‘白、

， .ru!. 
J.f;~ 

、
F 

4 白，
ー

切.ι一.、
). 

盲 、
.今，、
'‘ p 

p]_an七a七lons

羊及び羊と肉牛混同経営に

自各;践に、成 500万エーカーその他産業

WAC)戸

2 0 ......， 4 0 ha-1・6・%、

土地利用~ 3，3 O 0万エーカー

4 ，0 0万エーカー

:一農家戸数一 7.6， 9 2， 8 ，{ 1 9 6 0 

8 i z' e - 4 ha--2 .0 ha-1 5 %ー
尺:c-o，upS

2 5 6 ha，_; 2; 0 0 0 ha -:-1 4 % 

J分・‘実員一酪農-3 4・3.%、羊-34・6%、肉牛ー1.9 %、混同-16.2%、その他ー1'3.0 % 

一c皇家〕

4 0;......， 2. 5 .6 ha -5 4 % 

( 1: ¥9 ，6 0 ) 2， 0 0 0 ha以上---1%d
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肉 牛 (1966) 3 8 0万頭(1 2 0万頭、繁殖牛)

( ha当り) ( )叉収)

事支 鎖小 麦 8 0， 0 0 0 ha = 1 3 5ブツνエノレ(包石 7斗)
大 友 3 3， 6 0 0 11 二 15 5 11 ( 3石 1斗)

えん F主人柱 1 5. 6 0 0 1/ こ 15 5 11 ( 3 :-r:i 1斗)

えん豆 1 1， 6 0 0 11 こ 8 0 11 ( 1石 6斗)

馬オもいしょ 町60011 こ 2 0七

L技 草 ライグラス -1，3 6 3， 0 0 0ブツVエノレ

I重 十 コックスブート -1，57号000ポンド

チワイング、ブエスクー 29 6. 0 0 0ポンド

ホワイトクロパ一一 5，8 3 0， 0 0 0ポシド

レッドクロパー:--2， 9 3号000ポシド

晴元 空 ( 1 9 6 7 3月末)航空機撒布、肥料石灰、 320万ha.J.?J.上、 93 7千七 0立その他

除草剤、駆虫剤等口
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口 甑農近代化計画と草地の呆す役割り

北海道産務部農業改良課

専門技術員 西 勲

北海道の崎農は年毎に発展を続けているが滞[く必農家 1戸平均 10頭という現状であり、飼養

¥制模はまだ零細の域を脱していない。しかし、邸農家戸数は、減少傾向むあるが、ー過半数の必農家

j-;t多額'fじを目標として飼養規模を拡大しつつあるo とくにこれが草地尚農地帯及び十勝の混同地

域に多くみら，れる。

一自各農も農業であることはいうまでもなく、土地、資本、労力の三大要素が取あげられるが、乳

，牛の多頭飼養との関連ではとくにこれが重要視さ託る。なな、乙れにプラスされるととは人、す

、なわち経営主の能力ということになるD

、乳牛の飼養煩数に対するι基礎飼料の確保は当然のことであり、これなくして飼養tJM英の拡大、 d

多頭化は不すJ能である。この常識的なことを実践させる ζとが当面の重要課長自ともいえる。地幣

¥ 別の土地規模にj広狭はあるが、多くの陥農家は 15 ha以下というとどからもとれが重視される。

.且

飼料構造は地域によって主!となるが、牧草の利用は全域であり、草地造成と維持管理、さらに利

用についての試験研究も着実に続行され、とれらの成果がかなり儲産振興{こ寄与していることは

周知のとたりである。

本道の酪i誌は牧草をぬきにして発民は矧し得ず、画各J農家と現地指導者、試験研究者の一体化、

とのパイプを密着イじするととによってより発展の速度が早められる。酪農近代化の目標、さらに

は新らしく作成された道の営農方式例にないても自給飼料として牧草が大きな役割りを担ってい

る。

北海道に沿ける年次別の乳牛頭数

乳 用 牛

年次 飼養農家数、
飼 l ぷ五七主 頭 数 ひ…Jι 産 牛、， 

d巾，】'"、l 数 うち2才以上 dぐ~也."、 数 j窄乳¥牛

H討 33 5.3，8 0 0戸 1 42，9.0 0 豆点 87， 290 si，貞 77，660頭 64，6.80顕

34 '5 8，08 0 1 6 2.9 9 0 '1.0号960 96，1 5 0 76，81 0 

35" 63，690 ， 1 82，81 0 1 24，220 1 05，8.80 84，360 

る6 60，900 201，49 0 1 2 4，1 5 0 1 0免12 0 87， 460 

37 5兄550 21 8，74 0 1 3史240 1.21，0'80 ヲス000

38 5 4，9 0 0 2'49，180 1 58，52 0 1 3ス'930 1 11，870 

39 5 1， 6 1 0 282.320， 1 7 5.3 9 0 1 54;74 0 1'24.950， ， 
40 4司630 317， 690 2 0 4，33 0 1 7 3，5 1 0 140，970 

41 1I 4，6，080 32 1. 7 1 .0 207， 600 1 81.55 0 1 5 0，1 4 0' 

Aワ 4 3，2 6 0 33号35 0 ，. 2 1 8，9 8 0 199，420 157， 900 

43 4 1，↑ 1 0 日三80i255540 20丸700 173，490 

(昭和 43年2月1日現在)
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1.-北海道酪農近代化計画の白糠

この計耐はI昭和]4 1年に作成され、.本年は第 4年目に当たり、がなりの地域でほとの年次計 f

画の達成が期待されている。乙:の苦h出はいうまでもなく一本道の酪農はわが国経済の高度成長

にともなう国民;食糧需要構造の;変革を背長与し7ごいるが、本道にかける寒冷地畑作農業む根幹

は酪農ということから計|面されたものである。近年そ必規模は漸次拡大され、順調な伸長をみ

せ安定経営良・家が増加しているもととろであるが、しかしいまだ多くの酪農家は安定の域に達し l

ていないといえ石。計画の概支-に』みられ?る主要事項についてみると r 、

(1) 乳牛飼養頭数の目標

乳牛飼議頭数については、北海道第 2矧総合闘発計副との関連のもとに、生乳生産目標

1，73 3千七を生産するために必要な頭数として昭和 46年度始めにかける乳牛飼養目標頭数

ーを 61万頭と設定しているo

l2) 牛乳生産数誌の目標

目標年皮に好いて陥農経営の指標到達した酪農・家の農業所得を、なたむね 120-150

万円と想定し、それぞ、れの防虫経営型態別に酪農古r~門の所得目標を確保するために必要ーな牛

乳の生産を図る ζ とを念願にたき、また本道がわが国乳製品原科乳の主要供給地としての地 i

位にあるととにかιがみ、過去の牛乳生産のすう勢及び今後に長ける乳牛能力の向上等を勘

案して昭和 46年度になける牛乳生産数量の目棋を国の方針とも調和を図り、 1，7 7 3千七

と設定している。

(3) 近代的な酪農経営方式の指標

本道の酪農家が、昭和46年度にないて、安定的な経営を行なうために必要な頭数規模'、

労働生産性、'土地生産性などの陥農の生産に附する経営水準を、自在l農の立地的区域(6区域)ト

について経営型態別《酪農専業経営、酪農畑作経営、畑作品農経営)に設定している。

(4) 自給飼料の生産計副

自給飼料の生産計画では、飼料畑の増反、草地改良事業、』闘拓ノミイロツ上事業などによる

‘草地造成事業の推進を勘案し、乳牛のJ飼料、自給率を 88%に引き上げることを目途とし、

その他家・畜の飼料必要散を含め飼料生産術績を 46万.haと算定している。

その他、乳牛導入計画(8 0 、 1P 0頭)と飼養頭数規模の拡大、さらには集乳及び乳業

の合理化などが取あげられているo

-9ー
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区

域 区 域 の 範囲 、

名

淀i i県jJt島松、内峰町山、支庁管内、後忘支庁管内(うち

南 島牧村)

た~、1ー

謀議端整鴎議官))-JE←、L、

ート
十勝支庁管内

網東中 網西走興支古附庁管、内紋J(1除く堆武町、 興部町沿

走部
リrlf、滝上町)

オ長
~lIi路、根室支庁管内

自Ii

子三 ，.:.;_ :':;.二 ".マ "‘!r )... ，i!- :.2; /: -:'・、 ィ " 
っ U ーr ;~~!J .:~主主之いぶん 、_ 1 イし ζ・ーと -'-~ :..:二

現 在(ug ~~J 4 0年 2};J ) 

経産牛 I経産牛た1 生 乳
総頭数 成牛g政

.¥ii{当り
長制度12L

頭数鼠 I ~t産:註
slR !ls. 頭 iタ 百

24，232 14，8 01 12;576 4P32 50705 

67，151 5吹843 34834 4j 25 143M1 

54781 32β09 28o75 4P02 1'14756 

35322 20A84 19.057 77，677 

66/;62 41，521 35234 3846 135522 

帯端離職噛l州天西 25，631 22218 3，922 87，139 

北紋

289，789 175，089 152594 3，994 60兄490

( ) 内は 46年度末の頭数とする。

目 4崇 ( H自有146年)

経産牛

頭経唱E量醤当議牛た室芽り1 L 
生乳

i信、頭数 成牛頭数

頭数 生産量

4dg  226E0貞0 2Z60;40 1 
Kタ じ

4，500 127，300 
( 46703) ( 31，109) ( 28，987、

125000 85，700 79，800 
370，900 

(137，203 ) ( 91，280) ( 85D56 
4500 

121，000 78，400 73，000 
4500 

(135，915) ( 88，094) ( 82)]87) 
34号000

74POO 50~ 00 46，700 
4500 217，200 

( 81.905) ( 53，500) ( 49，852、

155.000 98，300 91，600 

(177，870) (110，7 58) (103，206 ) 
4500 438ヱ00

96，000 60，700 56，600 
4BOU 270700 

(110，404 ) ( 68fI38) ( 63，771 

402S00 375~00 

( 690，000) (443F9) 
4500 1.773，300 



.近代的な焔産経営方式の指，j諜

t長崎貝総搬 2.酪損部門支下労
3.経た産り飼牛安1え出賠迎

4.飼料作10ア
5ちtJ詰V斜当た作品り1養0d7分- 6.飼料自給率

区域名 方 式 名 働 1時閥当たり -)レ当たり労

(i選長牛頭数) 生乳生産量 労働日寺{白j 働時 i国 ( :fu換算)

筋法専業経営 ななむね 1 7頭 20 K9必L上 1 50時凶以下 日日制以下 61 0 FU以上 たたむね 88.0% 

道 南 応決畑作 11 1/ 1 2 11 1 6 " 200 1/ '1 0.0 1/ 600 1/ 1/ 

畑作能議 1/ 1/ 7 11 15 1/ 2 I 0 11 1 0.0 fノ 600 11 11 

、4 ~Ú~ .:科専業 1/ 1/， 171/ 20 1/ 1 50 11 及。 11 61 5 11 1/ 

ユ忌 矢 自在民畑作 1/ 11 1 2' 11 1 6 11 200 /1 1 0.0 1/ 61 0 1/ 11 

創作品産 11 1/ 7 1/ 1 5 1/ 2'1 0 /1 1 0;0 /1 61 0 11 /1 

凶 i送専業 11 11 1 i 1/ 20 1/ 150 11 反O 11 600' 1/ 1/ 

十 勝 節操畑作 11 11 1. 2 11 1 6 1/ 200 fノ ;' 0.0ι 11 59口 1/ 11 

一一→
畑作自各燦 11 .11 7 1/ 1 5 11 21 0 1/ 1 0.0 " 590 11 11 

民訴差是専業 11 11 171/ 20 1/ 1 50 //. 虫O 1/ 60口 11 /1 

網 走中原部 自話農畑作 11 11 1211 1 6 11 200 11 1 0.0 " 590 11 11 

畑、作詩首選 11 11 7 /1 1 5 11 21 0 1/ 10.0 1/ 590 1/ 11 

員各農辱議 1/ 1/ 171/ 20 1/ 1 60 1/ 8.0 11 560 1/ 11 

棋 iハ1:1υH 

自各良畑作 11 11 1211 16 /1 200 /1 虫口 11 560 11 11 

協議専莱 11 /1 1 7 11 20 /1 1 6 0 /1 8.0 11 560 /1 1/ 

天 北西紋
自白 j1M畑作 /1 /1 1 2 1/ 1 6 11 200 /1 反0 11 560 11 11 

ー ・ー._-..・ー
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飼料の自給皮の向ょに!到する司王Jj-i-

1. 飼料住民計画、

現 在 目標|

飼料生産 i面積たよび生産悼 |経産牛 飼料生産面積なよび生産量 妊産牛
区域名 三T~一一一!

区 分 畑 l|Fノプーとti牧斗.地野草地 計 1縦 iり区 分 畑 ビ、、/-ーr誕ト百ト三牧草地野草地 計 すJ11LA当り
務探三ト3カ'-1主主"1 給与;註 格/渓ノ5ト迫ッ、出プ iji口与量・

面 5問必421 85571. 23ft96 t/〆函 51抑
道 i材

生(FU産千町量) 27，5161 1，0851 11，8141 3，059 1 4兄4741 2f:554 生(F1U陸有U量)1 52f:564 1 -3，356.1 . 81，75?r" 1，677 I 13只3541 2，831 

組・c::)I 34，5331 I . 21，930 I 36.4351 92ß981/fI凶 (h~~I 38.670 似占 2.55121 127，178レ/
道夫

(Fuh153 10i，520 号2471 54iJ82 [. 13，022 1 177，871 1 2J592 生(FU産有'U) 177.484 22，781 1 251，127 引120I 4札5121 2B23 

卜 l勝捗 山 (よt品)る泊切叩叫4布制印z出凶4咽8 号仰州258叫田町I5ω1明刷Wβ肘附6却? ?円悶附山5日W刷A灯仰7万51/'/〆|凶而 (οh品1古 42仰J問担 4担糊峨3叩抑β皿21 叫押 1匂5叩0脚 J/ 
生(阿南産ニ町量 101，4471 '19，1801 1司184J I 8加 1邸 54J 2(520， 生(町Ilif有 U量) 叫:i97 1 2岨151 1山 i 6山 40昭531 27ω| 

制走面 (l1ばa)1 14~2~1 1 6.5721 'iOft59I 31，4551// 面 fh積a)1号540! 1 235101 2.523 1 50573/¥ / 

中東部 I生-(Fu産千四量)| 附 91 19，292 t 21，282ー 五7391 94s72 1 2601 生(町産市'u量) My 29 1 30720 f 1158031 9021 229，3541 2，831 

吊i (11ta~) 1 39，0051 I 358891 735?0 11483941/// 面 (h積a) 40，.3571 .1 .768911 50，0171 167，265 

根おIi
生(FU産ごi二FU量) ~3D891 2，984 1 62.6291 ..262751 174，~771 2730 生(FU産帝U量) 169，914 『f.738 I 271β25 、1号213J 468，690 2，754 

天北面 (h積a)I 158651 l' 19，6501， 18.648 山 31// 面 ~ 1'，-r7，5861 I -57.23il 1，8121 76，6351// 
百 紋生(FU産千F岩U) 50，9081 2，306 1 55.662 6.6641 11 5610 I 2672 生(FU産者U設) 71，565 4，488 1 210，1971 648 1 286，898 2756 

l面 (h積a)1 146.7721 I 9弓6411 19日468 445881 .//  面凶 (h偵~)-.!: 169，9101 '. I 290，0401129，3531 589，303V/ 
口! 1 生7FUf主千Ftは1415j09， 仰 941 23ω53' 71，3021 771，158 I 2，639 1I 生(FU産宥U量):1 7t3FM5も3ーI 95898 !'1，0 85.9叫I 47，57611，9850611' 2186 

、
.~ 
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2. 草地改良計画

i三 名
区域内草地改良

域
対象副主点三 (判

ユミ主 j4;j 一/
1 7， 0 63 

1忌"，. 犬 //  
5 2，7 91 

十 勝~ 
32，528 

網走中東部~ 
3 1，995 

1長 自n
//  //  

7 -1，1 8 9 

天北西紋 / /  
61，05 7 

~/イ
266.623 

一一一一 一一一 _L_ 一一

故

事業 l三分 改良済面償

tili l3)j製業 3，157 ha 

その他 87虫6

計 4，036.6 

補助事業 8.576 

その{也 6.1 94.8 

14，770.8 

補助事業 4，2斗?

その他 1，611S 

5，860.5 

補助卒業 3，025 

その他 1，432.2 

4，4 5 Z2 

摘出J主主芸 1 3，21 0 

その他 11，685.1 

24.8 95.1 

補助事業 8.135 

-七 の 'IU! 4.43ゑ2

計- 12，5.7 42 

補比Ij事業 40，352 

その他 26.242.4 

計 66.594.4 

良 庇l 積 銭改良対象i面偵

改良計l出面積(sJ メE与コ、 総生産牧草冠 (A) 一 (B)

ス541 ha 1 0，698 ha 

~ ど三:1，399 2，278.6 

8.940 1 2，976.6 416.1.14七(3，2071<9.) 8.1 23 ha 

二〉才
23，528 32，1 04 

~ 4，346 1 0，540，8 

27，87.4 42，644.8 1，341，708 (3;146K!タ) 24，91 7 

l4，712 1 8.961 

~ //プ/2，4 0 9 4，020.5 

1白7，121 22，981.5 678224 (2，951 K:ク〉

1 4，998 1 8.023 ~ペムヶイ、1，908 3，3402 

1 6.906 21，3632 781，172 (3，656匂)

30，907 44，1 " 7 

~ ~~~ 6.542 1822 Z1 

37，449 62，344.1 1，644{l 67(2637 K9.) 33，740 

27，249 35，384 

~ ./~〆~~ 4，906 号3452

32，155 44，72虫2 1，430，740 (3，1 99K9.-) 28.902 

11 8.935 159，287 

/ノど三21，51 0 47，752.4 

1 40，4 4 5 207.039.4 629 2tt25 (3，039 K9) 126.1 78 
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地域性主乳牛飼養形態の現状，

ヰ 本道にかけるi世帯別の諸条件か6主畜、混同と大別されるもが、近年になっで飼J料構造は大き

仁〈変化を遂げ、基礎飼料は自然条件に順応した方式となった。いうまでもなく主菊地帯にあっ

又は牧草を基幹とするダラス?イ Mージ、 1それに乾草ということであるが、混同地帯の場合は

勾ヲビトョーンサイレージ、乾草となっている。飼料用根菜鋭についてはとくに混同地帯にこのよ

給与が多くみられる(，

L夏期放牧に、為、いては輪換方式が最も多いようで為るが;主音地帯は;土地規模に対し乳牛頭数

均号比較的少ない現状にあるため、全面放牧またはそれに近い粗放的な放牧が多く早うけられる。

¥むれ;に対レ混同地帯は比較的、集約化した輪投放牧が多いようであるL芯台、規模零細なf培農

家は全道各地にみられ、これらむ陥農家は青刈りまたはすヤーすイレ -i)'~の利丹j も多い。けい

， '牧は多頭飼養にじたがい少なくなりつつあるようであるミ

このように夏期飼養は地帯別または経営規模、;詞養頭数の闘速にキいτ主主なるが、放牧方式
，についてはどの地域にないても低良事例が多くみうけられるので亡lれ)こ着目Lたい。

， 3.; 飼料生産の現状と改善方向

乳:牛 1 頭当たりに要する飼料面積は放牧地を含めで、現状では~ .0 a以上というのが実状で
はなかろうか。これは 1，0. a当たり飼料生産にょっ'て決まるが4施肥と利朋管理の;良否が増収

2. 

、l 、、
。白〆 ， 

" 
， 
‘.' 
、

の最大要聞であることはいうまでもない。ょくー管理された放牧地の場合は、採草地よりも高い

草産境であるとの意見も多〈聞かされるo .i 

:全道の多収生産の実例をみると耕地内草地ではその殆んどが10 a当た-り 1O.'_t以上であり、

造成草地にウいても 8下以上となっているo 一方、デシト Iコ.-...y_の日......， 1 0七といろのは珍ら

しくなく、家落ピートでは 17七という総位的な高位生産もみられる己

近年、牧草生産は遂年反収のi印却を見、刈り取り時期も皐まったがふしかし多くの場合は

，.1 日a当たり 3--4七という低収であり、多収法家との収濯絡差は余り縮まつでいないが ζれ

は飼料面積に余裕があるのか、飼養頭数が少ないのか判然としない口むじるこれ)土土地利用効

率の面から検討を要することでもある。一般1:::飼料生産の低収なる農家ば、!草生産に限らず乳

牛個体の泌乳量も低くすべて共通Lているようである O. とういった技術以前の問題も多くある

が、これは急速な改善はむずかしいが過去、1Oj年前に比じでかなりの進歩のあることからやが

て改善されるであろう。;

し，

草地の造成、維持管理並びに利用上の課題

草地全般にわたる試験研究の成巣が酪農振興に直:接または間接的に大きく役割Uしている。

乙れが普及されて着実に酪農は前進しているがー問題点も多い。-草じ関するすべでの面?での優

良事例や、、経営的に北欧の水準を凌駕するものがでてきた。しかし、本道になける草地酪農ま、

たは草に関して技術的に解決定要する謀題も多い。普及徹底の不足に起凶する拙劣さもありよ

また農家に切望したい数々の事頃:が取りあげられるo

-14 -
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1. 王手種、品種のよりよいものを

2. 草地造成上の諸問題

3. 草j長混播と競合問題

4. アノレフアノレブアに関して

5. 牧草の増収対策

6. 牧草の施肥に関して

Z 牧草の永続性と経年草地の維持管理法

8. 牧草の栄長生理面の追究

ヌ 牧草の刈り取り回数

1 o. 放牧方式と放牧矧i詞の延長、牧議力

1 1. 牧草調整とその品質

1 2. 特色ある地帯別の草地利用

1 3. 公共用放牧地の問題

その他'

むすび

路農近代化計画に関連して草地問題に若干白封じたが、現実はこれからという北海道の草地階農

でもあり、行政、試験研究、.指導機関団体の緊密な述識によって、これから一層の躍進を閉した

いものである。

F
h
v
 

d 



ヨ司

、，

ライ¥イ学会ハ3. 

ム
E

;貨員誌イ

F六会第 1日目は、北大農学部を会場にして一般講演が行なわれ、草地に関する諸問題について

，6 5課題の研究発表があった口参会者は約 450名に達し、 5会場に分れてそれぞれ活液な討議

が民i調された。

、

、大会第2日百は会場を北大クラーク会館に移し℃、特別講演bよひ。γシポジクムが行なわれた。
出席者300余名で盛会であった。

午前は、'特別謡演として、町村敬寅(町村牧場)、大原久友(帯広畜大)、ボンマー〈西ドイ

ア草地研究所)、ク 9ユガー(ギーゼシ大鈎愛)の 4氏の講倒があった。特にi町村氏の「北海道に

長ける蕗趨 10 0年の歩みJ-、大原氏の円七海道に卦ける草地研究の歩みJは、かりからのi鋪造
l' 1 '0 0年、札幌閣基10 u年記念行事にぴったりのものであり、我々北海道2世紀の始めに位す

る草地随係の研究にたずさわる者への教訓|に満ちた講演であった。ボシマ、一、ク 3ユガ一氏の講

演は外国語であり、あらかじめ要旨は記られていたとは言え、通訳をつけなかったのは少々手落

r 
e 

ちではなかったかと思う。

午後は土井健治郎氏他4氏の問題提供によるνンポジワムが行なわれた。先ず5氏の総演が行

なわれ、後、あらかじめ配られてあった質問用紙へ質問点を記入し、座長が整理じて討論を行な

う，形式がとられたb J座長が要領よく進めたためー活発な討論が交されたがスムーズに会が進み 5

時少々過ぎに終了した。.

戸外は台風の影響でドνヤブ虫の大雨、会場から車に乗る迄にピνヨヌレになる湿の大雨であ

り遠方から参加された方々には、冷たいプレゼントであった。

、、

造藤倫

北海道農業試験場草地闘発部

佐久間 勉、佐

/! 
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口 草地学会努台うらの一こま

農学部長をはじめ大原教授、広瀬教授、星野部長ら大物をょうする大会運営委員会の構想もま

とまり、いよいよ乙れからというときに万般をつかさどるはずだった村上絡さんが帯広畜大へ出

向口これはかえすJがえすも残念なととであった。そのあとはな前が一切の雑用をやれということ

で適当にbだてられたり、叱られたり、行きつ戻りつ一一一体農林省から月給を貰ってよいのか

な(ほんとにまじめに)思ったくらい一一それでも邸内の諸活はもとより北大の諸先生などに大

いに協力してもらったかかげ・で大した手違いもなく 8月28日を迎えた。気がかりなことが一つ

あった。それは 2.'9回に予定されているボシマ一、ク 3ユ-t/ーに対する記念品贈呈式、引き続

〈学会功労者(町村知事ほか5氏)に対する感謝状たよび記念品贈呈式の舞台装置をどうするか

で‘あった。以下贈呈式に漕ぎつけるまでのてんまつo

2.8日午後、贈呈式次第について三井、大原、星野三者会談。グリユーガ一氏のために日本草

地学会としての記念品を 28日中に適当に見料勺て準{Jf，'jす・る ζと、ポシマー、クリユーガ一両氏

に花束附呈を行うこと、その.ための女性をご人早急に見つけることがきまったが式次第について

は意見がまとまらず、夜の懇親会のあとに改めて段討するということで散会。大丈夫がなと思っ

たが案の定、総親会のあとのコースに贈呈式の段取りが組まれるわけはない。明くれば 29日、

花束は明道花!吉に頼み、二人の女性もやっとのことできまったので何はともあれ式次第をきめて

もらなうとあせったが、弱り目にたたり目というのか贈呈式に先立つ!fきyjlj諮.演の第 1演者、町村

敬武さんのi向につけるべき大きいリボシ・がない。詰演開始寸前のことなので子の打ちょうもない。

贈呈式までに何とか間に合わせるように手配。それやこれやで時間]は容赦なく経過するo大、原先

.生の競演の終るのを待ち、やっとの思いで三井、大l良、星野三巨頭にロビーにな集り願ったのが

1 0時3.0・分を過ぎていたと記憶している。さっそく 1時間後に迫った贈呈式次第についてけん

けんが〈がく。三由頁から三般の案が出されたのだから無理もない。 30分経ってどうにか星野

案で落着。贈呈式が始まるまでの 30分11:¥]の短かかったこと。花束はともかく、外人両氏に贈呈

する記念品がややとしい。日本草地学会と北海道草地研究会からそれぞれべつに 2種斜ずつのも

のをしかもボンマ一、クリユーガ一両氏同じものではなく(したがって 4極減になる)さ iらに見

かけ'は四っともほとんど区別しにくい同じ大きさの包装のものを学会長と研究会長がべっべつに

贈呈するという仕組みだっ?と。何とか陥官室わずに切り抜けられたのはついていたという以外の何

物でもない。
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パ、 ヱクス力一シヨン案内記

(道東班)

北海道大会最後の見学旅行道東班は総勢 70名、参加者はJ九州、lから北海道ま芝、全国にわたり、司

年令は 25オーから 70才、一行の中に女性 2人が加わり、これから行く根室の端まで道中無事帰

れるだろうかと云う役員一同不安.を胸に 8)j 3 0日快晴に恵まれて札幌テレビ塔横を午前 8時出

発、道東班 2台、近郊班1台計 3台のパスはまず羊ケ丘の農業試験場に立ち寄り、卓中から場内

:を見学、にこから近郊班と分峰、地東班2台のパスiは先導阜の水先案内で第1日目の目的地糠平

縄泉へD 途中主主窓から太平洋岸沿いに日高の競馬牧場を眺め一行は半くも北海道の広さに掃き、

草地の多い。ことに目を見張ったようである。日!勝峠は一望千旦、峠は天気だけがどちそうとはこ

の事、しばしその景観を眺め、波平調.泉到着 6fj寺、 1日自の行経 300粁、一行は北海道の広さ

と初日の物めずらしさも手伝つ℃カヰ反れも見せず、地元上士幌町の歓迎に感謝し第1日目の全日

税を知事終了a 翌 31日小雨の中1康平温泉を出発、十勝中部大規模草地を見学、小雨の中その広

さと、立派に生育 Lた牧草に~き熱心に現地闘係者との討論が続き、予定時i副を 3 0分オーパー

して大規模草地を出発、!日本自在員のメツ力恨釧平野へとパスはひた走り。とこから農業も一変し

て水田はすっかり姿を消し、畑作物と変り、そして牧草が増し、車窓から見える牛の数も進むに

つれて増加、一行の興味とYロパシ道路の乗り心地に居眠りの暇もなく 2日自の宿泊地養老牛温

泉.に到着。話にほjいた北海道の温泉だと云って大喜こび、必まけに地元関係者の大歓迎に感激、

花咲ガニを腹一杯、これだけで北海道に来た甲斐あったとはある食いしん坊の弁。旅行も 2日目

そろそろ疲れも出、水のせせらぎの音を.聞き静かな根室の夜を安眠D 翠?月 1日また小雨、卒窓

から見えるものは草地また草地、開陽台から望む根釧平野の広さと肌に感じる寒さに呉国にいる

かのような錯覚に捕われたようであった。尾岱沼のエピを腹一杯どちそうになり、根自Iiの誇る床

丹パイロツ1 トフアームを進むにつれ一行は真の草地陥農の姿を自の前に見、イモと牛乳をほたば

りながらことまでに至った絹拓者の苦労話に感激するとともに、草地研究がこれからどんなに大

きな意義を持っかを感じ取ったようである。行けども行けども草地また草地と何の変化もない車

窓の眺めを食い入るように見る姿に同乗役員は本当にととまで来て良かったと自己満足した白根

割Ii見ずして北海道の草地路燥を語るなかれと一行身にしみて感じたようでもあったロノミイロット

ブアームを後にこれから観光を加えた行程、心配した摩周湖はポツカリとその姿を見せ一行の疲

れを薄れさし、これで道東旅行の白的は大部分達せられた。暗雲低く小雨で視界ゼロの美!臨時は

その高さを誇るには絶好・の天気だったかもしれない.幸い美幌峠を越えて天気は快腹、北見の畑

作、稲作の北限、そしてハッカの栽培、その中にi申びゆく酪農の姿もまた一行には感ずる何かが

あったようである。この旅行最後の宿泊地温根湯での一夜を過どし、 2日は快晴に恵ま.れた石北

Ill~.. 層雲l挟の主主観を眺め、道東の旅も終りに近〈、滝川畜産試験場でのジンギスカンナベはこの

旅行のすヨナラコンパにふさわしく楽しい思い出のーっとなったであろう白札幌到着予定通り 5

n寺丁度、全員無事元気で4日同延べ12 0 0粁iこ#よぶ道3誌の旅を終えた。 ζの|由パスの起転手
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さえ初めてのコースを恋路と小雨の中終始熱心に見学された参加者一向には同乗役員一同本当に

感謝したい。との旅行を通じ一行は本当に北海道農業を浬解し得えたであろうし、その広さと厳

しさの中に北海道のもつ草地酪農の意義の大きさを感芯得たようでもありた。また北海道の草地

研究の在り方をも理解できたと思う。一行がこの見学旅行に参加して本当に良かったと云うのが

本心であり、その;古味から大成功と云ってよかろう。との旅行を支えた力は何といっても行く先

々で現地を案内いただいた多〈の現地会員各位の労苦と、歓迎いただいた関係町村、団体各{立の

力でありその組織力と協力体制に一行はおき、数々の感謝の言葉を残し別れを告げたととを付記

したい。最後に一行が残された北海道の一言印象を2、3紹介して一行の感謝の志としたい。

。日本ばなれした草地農業(九州大 西村修一)

。荒ばくとした原野それが根羽Iiと思ってきたきびしい条件の中でみどと拓かれた牧草地を見てた

だためいきのみ(栃木真田)

。北海道はすばらしかった。来年は高知の黒い美人がた待ち申してなります。

(高知県庁よ久保)

oノイローゼ、カニ、エピ、ホタテタペヌギタ (名古屋大 菊地正哉)

o北海道の会員の皆線本当 lど丸、世話になりまじたロ (善寺試 吉山武彦)

(原文のま~ ) 

北海道農業試験場草地開発部

J休 満
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エクス力一シヨン議内記

(札幌近士I~ 班)

近郊コースは郊外のすがすがしい空気を吸って、 2 日間にわたるうす暗し"会場乏~ø教諭ですっか

り消耗した精気をとりもどし、スカツとすワヤカな気分で、帰ってもらなうという計画をかねての

見学旅行である。委加者は案内係を含めて 37名で、前日の雨もあがった快よい天候に恵まれ七

8時干皮テレ'ピ塔下を道東班とともに出発し、まず北点試を見学。庁舎、ファイトトロシでは

グ建物がよくなると仕事は進まなくなる Hなどのjg口がでる。草地センターで道東班と手を振っ

て別れ、雪印種首へ。近郊班は道路のよいところばかりを通る関係上、北海道のYロパン道路も

経験してもらうために裏街道を経由。三浦場長の案内で育種、原極l組、栽地試験凶、ホノレ極制ゴ読

の肉用肥育試験などを見学。みどとに生育したアlレフアノレフアに感嘆したり、ボシキシの大きさ

i子縫いたりで、ポンキンの前では記念撮泌が盛んであった。アイスクリーム、トクキピのさし入

れにいたく感激しながら宮北牧場へO 宮北牧場はアパーデインアンガス秘主体の牧場であるが若

い経営者から入:1誼後 7年で大牧場に発展した経過を同くうちに道外の人には新開地北海道との印

象がつよく成ったようである。

支î7J ib~でj事前山のけむりをみながらコップ一杯のビーノレとチップ井の昼食をとり記念硲影した

のち早来へ。まず竹田牧場を見学。共進会で数多くの低待貨をとったすばらしい牛をみながら、

不毛の地といわれた火山灰地に入植して以来の苦労話をきいていると不捺不屈の開拓魂とは ζの.

ことかとつよい感銘をI受する。老牛 1頭から出発した金川牧場でも同様で、搾りた之の4乎しとパタ

'一付イモを味わいながら予定時間をかなり1オーバーするまで話がはずんだ。

金川牧場で、見学はすべて終わり帰路につ〈。学会疲れの仮眠をとるうちほほ予定通り 6時 30 

1分テレヒ。塔下iこ到着、次開i大会でのいj会を約して解散した。

今回の見学旅行で見学先の場長、雄官主の方々から歓待を受け、多忙中のところ長時間にわた

って非常に熱心に、辺美切ていねいな説明を受けたことを案内係として心から感謝する次第である。

なな、旅行中のスナップ、記念写真は後日多加者全員に郵送した。

-20 -

北海道農業試験場草地時発部

山下良弘



4. この目で見て

イ 北海道の草地

東北農試

高井慎二

北海道の草地は、面積が広いために施肥設が少なく、その!j文:誌は非単に少ないものと、学会の

エクスカーνヨシに参加するまでは思っていた。しかし、わたくしたちがみて回った道東の草地

は、この恕隊を見頃にくつがえしてくれた.また、その草地に括かれている草極も、チモνーと

7カクローパが主体で、他の草種は育たないかのように聞いていたが、オーチヤードグラスや

ラジノクローパもよく繁茂していて、あたかも東北の草地にでも立っているかのような錯覚さえ

覚えたのである。

ただ、欲を云えば、とれらの草艇を含めた放牧用、 f采主主用(サイレージ、乾草用)の、いくつ

かの草極組合せをつくり、これをid-i面的に使い分ける ζとができたら、なお、素晴らしいと思った。

草の刈取回数は一般に少ないように感じられた口とれにはいろいろな理由があると思われるが、

少なくとも年 3.-.4回刈取れば、さらに高い密皮を保ち得て、雑草の先生も抑生られるのではな

かろ弓か。

今後北海道でも経常規模の拡大あるいは集約化が行なわれ、家京の多頭化が進められると思う

が、 7カ月にも及ぶ冬期の貯蔵飼料の確保問題は、ますます設要iこなるであろう口とれを全面的

に乾草調製に頼ることは、気伎の而から難しいとすれば、当然サイレージによらざるを得-ない。

ナイレージは、暖地に比べ、つ〈り易く、長期貯成も可能であろうと考えられるから、とれをさ

らに強力に奨励、普及されるべきであろう。

現実に車窓からみた北海道の農家には、予想に反しずイロ基数が少ないようで、ちょっと窓外

であった。

北海道でも、草地は山地帯にかなり多いように忠われ、そこに使われているトラクタは一般に

発はん力、岩引力、安占性が劣り、諸作業にj提起があるようである。そとで、今後ゴムキャタピラ

'式のようなトラクタの閥発が必要になるのではなかろうか。もしこれが可能になれば、積雪期の

悪路にも威力を発揮できるものと思う。

昨今、北海道の草地利用農家の一戸当り面積はi首加の傾向にあるという。これは経営規模拡大

の面からみれば、よろ ζばしいことであるかも知れないが、 ζれが他農家の除農によるものであ

るとすれば、その理由を明らかにしてなく必要があるように思う白

最後に、北海道で食べた飯は、どこに原凶があるかわからないが、美味しいと，思ったととが7言

かった。それにひきかえ、トクモロコνゃバターをつけて食べた馬鈴容の味はまた格別であったロ

やがて、 j菖内の米消政者出jにも米質への関心が高まり、さらに青函トンネノレの完成によって、本

州と地税きになり、流通関係が改善されれば、寒地での米fl_:は、時-品jに便乗して云うわけではな
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:.;"¥が、今後多難のようである。

これに反し、広大な土地に恵まれ、その上で詰・まれる機械化草地農業こそ、今後北海道農業の

進むべき方向ではなかろらかロ

n 
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口北海道の草地

畜試草地部

嶋村匡-俊

このたびの見学旅行は、私にとって叫誠に窓義鈍いものがあった。というのは一一草地の研究

に従事じて十年近い歳月が流れたのに一一草地の北海道は、私にとって処女地だてそたのである9

だ。=ら、見学旅行だけで道の草地の感想を述べうるだけのものを持ちえなかった、(といったら

叱られるだろうか) 実は、パスの中で、草の上で、l 考;えてかたことは、道の草地そのものではな

くて、それと比較しての、われわれの周囲の草地、そLてその研究についてであった一一あ石い

ーは、大方白人々がそうであったのかもしれないが一一。

， 

r 
も‘

J 、一、'、 l

/ 

考えていたことの一つ二つo

われわれは、といっては失礼かもしれない。少なくとも私は、 「場所Jという因子がよ「母数

.模型Jであることを議知しているo 承知はしているのだがv、 「変tt1:模型jとみなしてしまっ:て、

ありそうもない、または、きわめて特殊な条件下での結論を導き出していること刀人ι しばしばあ

るの'ではないか。

ーー草地造成予定地にいつしか宅地分議の看板が立ち、知引が記念に手，j-{Jきした開拓地が別荘

用{こ売.られでい〈・ばかりでな〈、」ややつと軌道にmつた構i造宣改普
ド真中を高迷道路が貰通する.;い.υ.…"，tといつたわれわれの周閉であつてみオ批じば、ま乙と、 「場所Jは

変な模型であることを認めてほしいのだが一一

北海道の草地研究に好いては、 「場所Jは明確に「変量模型」としての位置づけがなされ、しか

も、その環境条件の調査よ推定は、草地研究を推進するのに十分であるように忠えた。

一一これは、 4私のひとりよがりであって、案内嬢ら・しくない案内線の親切な話と、案内嬢がメ

モをとっていたほどの早川さんの説明の上手さに、私が錯ー党の上で得た印象だったのたろ弓か

早川さんのな話しから、北海道開拓の苦労のほどが窺がわれた。この苦労は、われわれが、そし

』て、われわれの近くの農家が、いま持っている憎みとは全く異質のものであるように思うo けれ

ども、 王嬰Z各みが〈石狩の源の原始の森から、上川の稲の穂波へ目が移った時に、われわれの

近くの農家が現在持っている憎みと同質のものが、との地方にも、ものすとい動ドで押し寄せそ

うな感じがして、身ぶるいした。

しかし、これki私の単なる危躍でしかあるまい。
開道百年ーという。一歩一歩踏み固めて進んできた開拓の歴史の上に、更にまたl靖発を必要

とするーーという。内地では、崩発の名内.もとに、自然の破壊が仔なわれている C渡り鳥の激減

を新聞は報じている)。願わくば、ハマナヌあかき磁辺にも元スズラン薫る谷間にも、渡り鳥と

牛との調和が美撃であらん事を./.Je 

， (雑な感想文ですが、:怠を汲んで・いただければ幸いです。
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八〆第工 6回日本草地学会秋季大会に参加して

高知i'1f.(賂農家〉

岡崎正英'

芸評に見た北海道、そこにいま現実に足を踏み入れたのだ0' I風雪百年輝く未来Jo'l北海道に…

策 1.6回日本草地学会秋季犬会参加という機会を待て……。

2日間にわたる、尊くも貴重な研究発表の講演...それにつづく νシポジューム、また西ドイツ

のクリ弓ーガ・ボシγ一向博士を含めた、国際色にみちた記念講演等々、直接の勉強と、数多く t

の示唆が与えられ、大変意詩深いもの、があった。たた現場にかいて実際経営をやっている一般向各

政家の参加の少なかったζとは、例年のことではあるが寂じかった、幾多の苦労を積み重ねて来

，た、 l北海道儲農家の草っくりの体織を聞き、現実の問題点を提起して欲しかった、そうすれば学

ι界の皆さんや試験研究機関の方々，は必ず、 ζれを次の研究課題として取り上げて下さったものと、 ¥ 

思う。

1 フづいセ繰りひろげられたエスヵーνヨシ、この草と牛を訪ねての旅は、まさに今次大会の圧

巻であったと言えよう、札幌を振出しに南に下り太平洋岸に出、更に日高一十勝-を経て、根割liの

、大平原を通り、網走、上)l[の地帯を巡って石狩の平野に帰るまで、延々実に 1，l' 6 0余Kmにわた

る5れj4日、，その閥、革、牛、『大自然、そして糠平、養老牛、混根湯の各温泉郷での宿泊、最後

に従川畜試の特別のど好意による、ジンギスカシ料理による'さよならコシノミ》しかも、，時あた

かも、札幌に苧い之、天皇を迎えて閣道百年の記念式典の行なわれている 9月28の向時刻に、

意義深いとの地でとのb別れノ~-:T イ……。

温泉郷の、その熱い泉と、神秘的な静かな環境が象徴しているような、各地域関係官庁と地元

のよど熱窓とと協力には全く頭の下る，思いがした。グ邪心さらさら起らず wである、まことに学

界の旅にふさわしい受入態勢であり、設i主であって全く感謝に耐えないロ

. s.艮前にくりひろげられた北海道の大自然、そこには広さがあり、神秘さがあり:縫大かつ紋細

な姿がある、まさに造化の神の国く芸術絵図である。とれは自分迷の心にジーツトしみζんでい

三った、やがては人間生活の中に清純な泉として、とんとんと湧きでできて心をうる治してくれる

であろう'0.

『そして、その大地に〈りひろげられた人間関拓の歴史、遠き過去はいざ知らず、アイヌの昔か

ら和人の開拓応孤独と大自然のきびしい試練(現実の苦年は、とても試練などとは受け取れな

かったであるう)、夢と希望と元現実の苦難に処する心身のたたかいと、外、大自然の暴威と恵

みめ中にー尊い幾多のしかばねを越えながら築きあげてきた、日本人百年の、秘められた大樹拓

史はよ自分遠の心を泣かじ、また勇気lずけ、そしてゆさぶらずにはbかなかった。

その.[面、たえず北海道の土ーとともにあった草と牛の歴史、時にはその影が濃くしまたうすく、

その{自の先人の努力には頭が下がる、 Jこの百年の積み蓋ねは、コロシプスの卵のように簡単に片

付けl5には余りにも寅重な歴史であるo これが‘尊い、この歴史が…..

• /ι 
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との百年のf毘史を土台として、北海道の主主は、。出躍は、草地農業は、新しい転機に立っている

ように思えた、経;営的にも、技術的にもH・a・-、今後の百年に向かって新しい閲拓の歴史が始まっ

ているような気がする、政縦令にもまたそうあるべきではあるまいか、北海道農業の本命は、何

といっても草地必業ではあるまいかとほうからである。

それには先ず、農業者自身の、内なる人i首位のカノレチユアーと、、頭の中の知恵の開拓から始ま

らねばなるまい、いやそれがすでに新しい草地造成地域や開拓地の若い青年迷によって始まって

いる ι思う、ただとの新しい芽を如何に着実に軌道:に乗せて、停ばし、かごっ拡大して行くかが今

後の課題であろう。北海道にはその広大な労組包と、秘められた底力がひそんでいるーそれは日本

の底力であり、未閥発の余力でもあると思って窓を強くしたO.

一方この立地条件の上に立つての社会的磁境と条件の変化や進展に伴う、、とれに印応した基礎

研究が、しかも現場の陥度経営の中に直結して活かされる研究が、学者や試験研究機関の皆さん

に沿いてドシドシ閲発されることをitl:侍したい、それは日本内地(府県)にたいても同様大切な

ととである。それがためには行政的にも、かつて日本が稲作の研究に注いだくらいの情熱とある

いは、それ以上いスケーノレの大きい予算的措置を講じなければ、歴史的に新しい日本の草地農業

を欧米諸国に追いつかすととはむつかしいと，也う、 Lかもこれは、国際経済の見地からも、また

国内的にも日本が早急に成し遂げなければならない重袈な国家的大事業でさえある、というよう〆

なことを考えた口

北海道ならではと忠われる、スケーノレの大きい勉強の場を与えられ、多大の収穫を得たことと、

そして関係者の皆さんが，，..-その設営と運営に想像以上のど苦労をされたであろうことを，思い酪農

にたずさわる農業者のはしくれとして感謝に耐えない。
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イ 簡易草地造成におけあ牧草種子の発芽について

北海道農業試験場草地開発部，高 畑 滋

iまじめに

草地の造成は、その対象地が広大で t~~形複雑であるために，耕起を伴オ光い簡易造成法をとろ

場合が多v司、その場合、牧草精子は地表面に如覆土でばら排きされるわけでlきわめて!fJj二異な構精

法ということができる勺この抄録ではこの閉館をとらえ、対h表而帯積された牧草精子の発芽特性

を指型してみた口

問題の抽出:

浩成問題を整理すると ①何を、②何時、③どんなととろに、部いたらよいかということにな

る勺①では、 i商草穏が杉針されることになるか、簡易草地造成では、不相|起地表面摂柿:でも十分

発芽定者できる草穏でなければならず、 1晶度や水分に対する滴応性の巾が広いととなどが必要条

件であろう、慨して牧草w子はいわゆる追掃によって発芽が可能であり牧草以外でも、宮I[荷積喜田・
擦でブミ豆を、苔試草地部、北農試でエンバクがi自存在法によって十分発芽需薪するととが確められ

た口このほか、簡易造成草地の利用法と'してはi、当然放牧利用であり、しか争‘肉牛や筒肉牛など

を依った荘i放な放牧が考えられるので、とのような利用に滴した草稼か選択されたければからな

Vl口

次に桝樺:時期であるが、一般には 6月頃行、たわれることが多いが、不耕起造成では特別に炉荷乞
23) 

床を準備することがないので4水分と視度が-ili.当な別なftこ1;.期が再衿討される。根最"農試セは、不

耕起造成の秋探限界をあきらかにするために 8月19日、 9月16日、 9 .f13 0日、 10月'14日

の格秤期を検討したが、不耕起ではがー積期の遅れによる定者数の被少が少わ亡しりん西空欠除によ

る影響も少なかった。草稿ではイネ科革が穂積tmのちがいによる影響が少ないが、マメ科草は O
，Jj 3 0日訴までが限界とみられた。北農試では、 FrOst Seeding と称して、 5月 22日

(積雪 30cm)4月 30日(手J?雪 5cm) 4月 1'3日(融雪前后)に排精した訪に 7月 18日には

各々 2.400、2.550、1.8 0 oKi多'10a生草収景があり、 9月11日には牧草率がそれぞれ、 90、

82、8.5%までなって成功を恥さめた。

不耕起造成の場合、発芽が均一でなく、発芽期が長期にわたり、いつの間にカ牧草率が高まっ

ていた占いうのが実状である。発芽能力が相当に長いとすれば、いつ播積しでもかまわないわけ

で、発芽後、幼植物が梅端なかんばっや凍害を受けない時期であれば解いてもさしっかえないと

思われる。

③では探積床の状態が問題にされるわけだが、い〈ら不耕起fさからといっても、地表面に厚〈

植物遺体などが堆積している状態では発芽は無理で、地表面露出度との聞には r=== 0.96程度の高

い相関で発芽がよいことが観察されている。現実には地表面処理するととがむずかしい所が簡i~
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，~:r成ざれるのでー火九れ程度の知与をした播種床か対象地として考え伝hるロ従Q'"C;， }恒腐植の;

*'R類 hとか久入れ度合によって、水分供給量、一保持最などがどう変わるかが問題となるo 対象地の

、 1. 状態はそ'れぞれ複雑でその面から統ーした基準を出す「ことはできないので、逆に精子の発芽上必

、 !~gな水分の最ーとか供給の l;Ò~たなどを整理し、その条件に合う場所としで対象地を検討する以外

ない、そのために牧草種子の吸水特性をあきらかにする必要がある。

現地での発芽:

I〆t

-

d
 

4 

"、

'¥、

各種の組関柏ーの上で・の発芽をふたものが第 1図であるが、オーチヤlー‘ドグうスは播積床に十分

な7.K分があっても無療土では発芽しに〈しかえって組腐植でまわbを覆われているほうが発芽

がよいようである。 νラカパ、ススキ椴群の植物遺体は 400.0くらいの火λ温度で Whi七e い

burn~こなり、重量も 20%程度に減るのでよ b 裸地の状態に近くなる。アからの水分供給力は

良いのでラジ/クローパの発芽:は裸地と同程度となるが、オーチヤードタラヌは被覆されるもの'

が少なくなるのでかえって高綿火入跡で発芽が悪《なっている。無火天れだと水分の供給がしゃ

断されるので発芽は無理であるが、穂子が小さければ組腐植のすき聞に;入bとんで発芽すること

がある。

， '1平方メート)1/，手 1K9ちかい粗民植が堆積じrているような所では、 J岐面の露/出度と発芽率と‘

は高い相関がある〈第1表)口、蹄耕法の試験でも.0.トツキング部:がふえると発芽数が増す7ことが

観察されている(第2表)ロ
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第 2表 ストッキング罰と発芽率ー % 

ストッキシグs'1:( 1 0アー/レ当りめん羊頭数)

。
オーチヤードグラス 1 0 

νロクローノ〈 1 1 2 6 

(滝川喜試 19 68年)

とのほか生育のすすんた群落中に排穏した場合には、水分環境は好適でも前植生のアレロパν

」的影響を受けて発芽に影響があるようである円(第 5表)

第 3表追播積子の発芽 ( H.クナツア実験生態寺l5

匡三
裸地上 オオスズメノカタピヲ中 ニ凶宝交林のキツネノホタ~

有効不完全牙不発芽 有効不完全 不発芽一 有発 効芽 不発完全芽 〆T、E二5主ニオ# 
発芽発 発芽発芽

vロクローノ〈 4灰4 25.5 2 5:1 4 0.4 1 7.・2 42.4 1ヱ2 3 3.0 49.8 

イタE サライアグジ，フ1ス 32.0 1ゑ5 48.5 7.0 20ヰ 72.6 1 4.4 28.3 57.3 

オμーアチドヤブーエスク
21.0 41.3 五7.7 7. 9 1良5 72.6 1 0.2 23.2、 66.6 

ドグ玖 55.4 1 3.9 3 0.7 1 1. 3 1 8.2 70.5 5ス7 1 3.9 I 4 8.4 

牧草穂子の大きさ、形態と発芽:

牧草種子といヲても千差万別で、例えば千粒重をと bあげても BrOmus spp の7t}から

Agro8七j.s s p p oi 0.0 7 t}程度まで 100倍のひらきがある。しかし、慨していえることは、

小さくて軽いfrF子が多く、存のしめる割合も高い、そして発芽が不揃いである傾向がある円

l第 4表 F電子の形態、発芽率
ー

λ41 千粒章 合水比 存重 全長 頴果長 発芽率 半数 水発芽中率現比 たて×よこ たて×ょこ 発芽日

7llf) % ?ら 7l1Jll 7!/;!乱 ヲら 日 ?ら

べ νトグラス 71 1 0.4 7. 1 1. 7 X 0.4 1.-0 X 0.4 90 4 60 

チモ ν ー 398 1 2.9 ゑ0 1.8 X 0.9 1.5 X 0.8 89 6 。
ペレニイアグノレ，
J プ ブス 2，090 1 1. 5 2虫D 6.2 X 1.3 3.5 X 1.2 99 4 75 

メドクブエスク 1.83'6 玖3 28.8 6.0 X 1. 2 3.0 X 1.1 88 5 

トーノレフエスク 2，.245 1 3.1 26.8 6.7 .x 1. 5 3.1 X 1.3 89 6 80 

ケンタツク1・-フ2'Jレス 269 1 0.2 2ス5 2.5 X 0.6 1.6 X 0.5 56 6 52 

オ-Jr仙寺ームドゲ安ス' 79 7.9 44.6 6.3 X 1.1 3.0 X. 0.8 合9・ 5 69 

4ラジJクローノ〈 584 8.0 1. 2 X 0.9 92 2 94 

オS.チJセーRタ。ラ:スでは、存の部分が 44.6%あり、厚くかきなり合った構造をもっているD
との，ことが吸水特性をきめる大きな要因となヲている。また、乾湿、病害ーなど不良環境から種子

を守る役割も果たしている。第 5表でほ、オーチヤードグラヌの1苧をとb除いたものは手/ヤーν
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中ゼは高い発芽率を示すのに、土塘中ではかえって出発率が悪くなヲている。レ

明;子の大小は、無肥料状態で伸びうる最高の草丈と高い相関がある。同一積め中では積子重量

の大きいほうカ~発芽が良く初期!の活力も高いこ占が知られている(第， 6表ー)。

、第 5表 オーチヤードグラスの glumeの有無と発芽

ν ヤ レ 一 木 h箱
、

温度、光 週. 2 週 覆土の厚さ 5週間後

2 0 - 3 0 自然 65.0 qも 84.3 % Ocm 63.5 % 
かわっき

1 2ー20 照明 64.7 83.3 51.0 
nonhul工ed

1 2 - 2 0 暗黒 5史O 84.5 5 2 Z 8 
seed 

平 ‘均 62.9 84.0 

2 0 -，3 0 自然 89.7 .92.5 。 ， ，50:7 
かわむ iき

1 2 - 2 0 照明 92.3 93.5 " 23.7 
hul工ed

1 2 - 2 0 暗黒 88.8 93.5 ' 3 6.0 
s e ed 

平 均 90.3 93.2 

( P，enn la te 、Frod e、月寒在来 l 三品柄の平均値北農試牧草第三研 1967年)

第;6表穂子意景:と初期生育

一紡意勾 lI止発芽よb生育倖I生育停る草止期に
までの日数 ゴテけ 丈問

Agros七is sto工onifera 0.'0 7 9 1 '玖 6

Phleum Pr.a七en s e 'L 0.4 5 1 0 4叉O

Lo~ivmitalicum BRAUM 2.8'2 1 2 

Festuca ~rvndinacea SCHR 2.7'7 1 1 。1.2 O. 7 

Poa p ra七ensis L~ O. 3 0 1 1 
、島

3 8.3 

Dac七ylis glomera:七a L. 0.9，8 1 1 5 8.3 

， 
Trifolium hybridum L. Z 0 0 8 2 3. 3 

イネ科草 1粒重と発芽より生育停止までの日数との相関 r=0.551* 

t 生育停止期にがける草丈との相関 r = 0.86ヂ
~ 19) 

(苔試飼料作物部)

草穂悶でも千粒霊と不朝:起地の発芽定着率との問に r= 0.906 ( 1 %水準有意)の高い相関が

あり、 filI子の大きいものほど有利であるという報告・も為る(節2殴I)。
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4 

5 

2 

r=D.906 

r = o. 0 0 1 8 x + 0.9 3 

5月22日照穏 1 0月18日調査

1.000 2.0 0 0 3，000 

第 2関千悶と定着率の関係([11地支場 1968年 ?2)

しかし、早〈から放牧利用した簡易造成地では、精子重罰の小さ凶 AgrOs七i.s s ppや、

P oa s ppなどが必ずしも悪〈ない。発芽だけをみても、粗腐植上の発芽で・は、地表面堆積物

のすき間に入りこんだものが発芽する傾向にあb、こういう点からは、.精子が小さぐ、数が多い

ということは有利だというようにみられる。

吸水特性:

発芽には水分と調度とが必要であるが、とりわけ簡易草地造成では、水分の問題が大きい、精

子への水分供給をいかに増すかというととが簡易造成法のねらいであるつ

このような夜術的問題点を明らかにするためには、牧草穂子の吸水特性を知つてな〈必要があ

るよイネで‘は研究が進んで判経時的に 5つのphas e Iこわけられることが報告されてい計ヂ

なわち、機械的な吸水、生理的に発芽を準備しているときの吸水、発芽が始まるときの吸水であ

る。牧草穏子の吸水にも同じような様相がみられる(第3肉)。しかL、phase B (発芽準

備期)に達するのが早いよfうで、かわっきでも 6時間頃、頴果だけだとき時間目頃から吸水停滞

期に入る、吸水量からみると、棺の形態によってちがい、厚〈重なb合う梓をもヲオーチヤード

グラス、ケシタツキーブノレーグラスなどが多〈、次いで海綿状の肥厚した梓を持つ、ペレニアノレ

ライグラス、フエスク類などが多〈、チモ、ν一、ペントグラスが少なかった。第 3B却をみても梓

の部分に吸水される水量が多いので吸水最の大小は、 1苧の形態によるところが多いと推察される。
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一、I良水部位は柑Jの荷子同様jJfの

げすると発芽が悪0.

第 7表 吸水部位別発芽率%

部位別吸水 ワセリン被覆

草科i ~ 匹吸水 IM~L 吸水 J 月f乳被覆 庖i被覆

ペレニアJレライグラス 8 4 5 2 5 0 2 2 、

オーチヤードグラス I' 8 3 4 5 9 5 4 2 

供給される水分は水蒸気の形でもよし 2500での飽和水蒸気中にペレニアノレライグラス科'子

を問くと、ー梓のあるものないもの色もに約 50%の水分を吸収じて発芽に至った。オーチヤード1

1 グラスでは、梓のあるものはやはT5 O ，~も吸水するが発芽はしなかった。存、をとったものは、 50

O/Or汲水して、飽和水蒸気中でも 4日目に発芽した。タンタツキーブノレーグラス、オーチヤードグ

ラスは発芽が悪いが、その他のもの、は飽和水蒸気中でも発芽が可能であった。また、飽和水蒸気

¥中に平均的な発芽開始日である里日間l育.いてのち湿ろ紙土で発芽をみたものでは、 2日目にすで

に相当多数の発芽があり、飽和水蒸気中である程度吸水し、発芽準備の動きがあったものと思わ

れる口

t第 8表飽和水蒸気中での発芽

2 '501

蒸
C
気
飽 2 5

0

0飽和水蒸発気芽率中に 5日間会き後混ろ紙

和水
同 紙上に移した

4 

2 日目.中の発芽 半数発数芽 1 4 日目 1 9・日目
率 4週間 日
可。 EI 処理 無処理 処理 無処理 処理 無処理

J 

ベントク守ラス 1 9-- 8 1 3 。 88 20 95 89 
， 

ず モ ν 一 43 1 3 5 。 80 5 84 69 

、‘
ぐとLぷニデパヴイグラス 80 8 33' 。 97 45 98 94 

メドウフエスク 66 5 21 。 7 Q 7 7タ 56 
¥ 

トーノレブエスク 3 7 9 2 。、66 。 75 74 

，ケシタツキヲフ[..o-グヌス 。 。 。 36 。 61 73 

'オーチヤードダラス 5 1 5 5 '0 79 1 6 86， 77 

ラジノクローハ 1 6 7 95 。 95 ヲ4 95 96 

その他の因子
15 ) 

調度と発芽率との関係は早川らの調査した結果がある。 500でもある程度発芽するということ

は播穏期!の拡大が可能であるζιを示しているo

このほかガス'の影響が考えられるが、地表面撤穏では発芽に必嬰ならは不足するとは考えられな

い、第 5表にあるように水中発芽率も良いのであま.!?O2を必要としないものと忠われるロ逆に

..:... 36ー

¥ 

， 

・6



17) 
002の存在が発芽に必要充、という報告もあb草原杭物の特質をうかがわせる。
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白 草地および家畜の生産からみた放牧庄

北海道農業試験場草地開発部 鈴 木 慎二郎

草地は一度造成されるとそれが永い年月にわたb、また年に何回も利用される点で他の作物と

は異なる。しかも採草利用が他の作物と同様収穫の段階では機械的であるのに対してー放牧利用

は収穫そのものも機械守なものではな'(、一つの生態系であれーイ固の生物体になける変化とみ

るとともできる点でまた様相を異にする。

牧草は家畜の生産をと争して評価されるべきであることはよく言われるが、放牧の場合は収穫

の段階でも多〈の要素・がからみあううえ、更にそれが草地の遷移、家畜の生産に影響をお、よぼす

、ということが繰返えされてい〈ので、滴正な評価を下すのは簡単ではない。

一定面積からの家畜の生産を増大させるためには①草地の生産力と質の維持、向上 ②利用率

の向上 ③放牧頭数の増加ということが必要であb、ことに技術としての放牧庄、結果としての

牧養力のnコ鳴がある。この三つは勿論切b離して考へることはできないが、放牧庄の解析にあた
っては多〈の面から、いろいろの要素を対象としてすすめられている。ここでは便宜上、草地を

主体としたもの、家蓄を主体としたものに分けてみて行くことにする。

f古}放牧の強さをあらわす言葉としては放牧圧、放牧強度、利用強度、利用率、採食率などがあ

b、具体的には面積当bの頭数、放牧前後の草丈(草景)、休牧日数、放牧回数、採食量と生産

景り比などで示されるが、その間の関係は必ずしも明確でない。ここでは放牧圧を放牧方式まで

含めた広同意味で、の放牧の強さとして取扱う。英語では s.t 0 c k i n g r a t e， s七ocking

in七ensitァ， grazing pres.sure， grazing in七8ns土七y，hsr"Qage 

U七ili za七ion などがこれらにあたるものであろう 0

1 草地主会主主力の推移と放牧圧

草地の生産力に対する放牧圧の影響をあきらかにするということで司は放牧時の草丈(草景)、

放牧間数、休牧日数によ b放牧の強さを規制jした試験がよぐ行なわれる。放牧の頻度が増すと

乾物収最は減少し、 3--5インチという低い草丈'で放牧を繰返えすと‘ 9--1 3イYチまで待

てって放牧した場合にくらべて、オーチヤードグラス、フヱスク類、ライグラス類、 l クローパ類
り、 2)、り、~)、 6)

などいす苛もの草積も年間収震は 10---30鴨低下する。 じ表1) 放牧間隔(休牧日数)で
n、8)、η

みても額l支が増せば収日:はさがb、 19iJえば夏期間に 6回、 4回、 5回の放牧をしたところ、

5回の 4.3 1 OK9/ha'こ対して佃では 3.18 OKf1 /haと一番少ない。又、元来生産力の低い野草に加

ては一層顕著で放牧前の生産力に回復するのには更に長い期間(3...... 4年)の休牧が必要であ
10) 
るJ一方放牧の強さを草をどとまで利用したかということでみればより強い放牧、すなわち草

丈2--2.5イシチでとどめるよbも0.75........， 1インチというように低くまで利用した方が収量
ー 2)、3)-、4)、QF A-
はま長い口 Lかし」れιついては l年ては低〈まで利用した方が収景は多いが、 3-5年では逆

にある程度(草丈3-4インチ)残して放牧をつづけてきた方が収最は多くなるというものも

あFJ筆者の械でも問じ傾向を認めている。
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、表 1 ・放牧強度とオーチヤードの収最(BrYa n七， 1 9 61 ) 

放 牧 5主 度 放牧 回数
5ク年年庁雫、y均b企収ーカ号ー 4年(自4のE刈lメ取fJ)収景

(草 丈) (1955..:v1957) 

5イYチ→ 0.75インチ 2 7 4 0 7 8 8 9 6 4 

11 λ.，. ー~ 0.75 11 1 8 5 7 5 7 ..9 1 9 4 

5 1/ → 2.5 11 3 2 3 3 8 7 951 6 

1 1 11 → 2.5 11 2 3 4 3 6 9 1 0 3 8 4 

出穂期ー→ 2.5 1/ 1.6 5 9 9 2 9 3 9 6 

(そ付愛1:1"→ 2.5 11 

開花期→ 2.5 11 1 3 5 2 6 5 959 8 

(そd受1ヤf→，2..5 11 

以上のような試験は草地に対して一定の規制をできる利点をもつが、実際の放牧にはそぐ

わない面があり、とくに"Pu'七 and 七ake 方式"でもとらぬかぎり年間通じての家畜の

放牧効果をあきらかにでさないのが欠点である D そとで草地に対して常に一定の圧を与へ~

ととはできぬが、草地と家畜の両面をみることができるというととで頭数或は面積によって

放牧の強さをき.めた試験もよぐ行なわれる口頭数の土防[Jは利用率を上昇き控るが、乾物生産
12J、13)、14)、15)、

を減少さ社、頭数がある線をとすと急激に低くなる。 例えばエーカー当D
4.5、~ 0、13.5頭の牡債を放牧じたところ乾物収資はそれぞれ 83.5( 100.)、78.3( 93)、

67.9(81)K9であったふそしてと'のような放牧庄の増加による収賢の低下は腕月!日や家喜子の排
_.. 16)..17)、18)

組-物による窒素の還元によって殆んど回復しないとも冨われている。 叉1・:rf:潤な土填1
~ 2) 

で放牧頭数を多くするのは力[越度的な収予定の低下をまねし一般には踏圧による士培への影

l響は容積重や硬度の増大、従って空気や水分の浸透性や保持力め{H.;下がもたらすという形で
11 )、 19)

徐々に収最の低下をまね〈のであるが、 土壌水分が非常に多い場合にはその前に植物体

が商接的な損傷を受け消失してしまうのであるロ:特にオーすヤードグブスや赤クローノくはこ

の損傷を受けやす〈、 νロクローパも幾分は損傷されるが禾木科.草との競合が減るため割合

よく維持されるようであるの放牧の強さの影響を季節別にみると春の、特に 1回目の強い放
1)、2)、20)

牧がその後の収最低下をまねき、 それが秋には 1日当りの乾物生産揺が軽lハ放牧を

つづけた場合は 601b/ac、強1ハ放牧の場合には 351b/acという結果になる。しかしこ
り、 2) ー

の影響は翌春には持越されすー 表 1に示したように 5年間拾い放がfをつづけても 4年目

に同じように刈取ったととるあまb差は7まかった02)

収量の変fじとともにこの間当然、草型、草種構成、草質も変化している。生物はその環境、戸

に滴した姿で生存し、又滴したものが選抜される。牧草は他の作物に〈らべ管理が粗放なた〉

め雑草の侵入する機会も多〈、叉他殖性のものが多いうえ、それらが何穏類も混帯され長年

使用されるので特にとのことがはっきb観察される。強い放牧によってLAIは小さいがピ)

-41 -
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1 L 7) 
非常に湿潤な土t郭のような場合は別として禾本科ー革、萱科草とも分けつ数、茎数は増え，.ノ密

度の高い短草型の草地にかわる。当然草種間の競合が名、こ夕、よ D強いもの、例えば赤クロー

パやオーチヤードグラスよりもライグラス、更にはνロクローパが多くなり、叉家畜の噌好に
やヂ)、12)、21) 一

あわないものや雑草の仕入か多くなる。 γヨでートローァーがヨンライグラスのよう

に強い放牧ではペレニ戸fル型のもの、軽!い放牧では千タグアジ22!のものが多‘ぐなる♂ということ
5) 

も起るJ頻繁な放牧で:は生殖成長にむかうことがはばまれ、 OP含最多<.-:....9ク'円ンf、フア
13)、14)、22)

イパー、セノレローズの少ない、消化率の高い良質なものとなる。 従って乾物収量が
13)二3)

最大の時、いつも蛋白収設や F.U.も最大であるとは限らない。

以上のように放牧圧を増すことは革質を向上させるが、乾物収量の低下をまねしこのとと

は牧草は地上部を除去されると同化組織の再生のためかなb長期にわたり貯蔵養分を:消費すナる

ことからも当然である口又強い放牧による収量低下{こ対して施肥の効果が少ないのは:一つには

踏圧によb土墳条件ーが悪化すること、一つには再生した同化組織が肥料を充分利用できぬうち

に又地上部を採食されてしまうためであろう口

それでは実際の放牧におもいても草丈が低い時に頻繁に放牧を繰返えすこと、又放牧頭数をi脅

すζとが不利かというと問題は別である口一つには利用景(生産量×利用率)の問題である口基

本的には強い放牧圧をつづけると生産力は低下し、利用率が高いにもかかわらず、利用量は低

下するのであり、利用率別に生産量を調査じたザIJでも利用率が 70私以上の場合 F.，u.収量は
23 ) 

少なν~o そとまで達していない段階では放牧圧の増加により生産量はややさがるが利用率の

上昇によ b利用量の増加をもたらすのである。13)、15) この関係を図 1に模式的に示した。造'

成後日が残〈生産力の高い草地では凶のようなことが起'.0やすく、強い放牧を-長年つづけると

(B)のようなことになるのではなかろうか。

図 1. 草設と利用最の関係 f

d人

( x :草量、ァ:利用量)

‘、、、.

l}X 
えよ ----I j-j~ん

U 
.-J. 

スユミノ

ー一ー

__-~~I .fO ゲ{)-'"、

ーに手

重 ' ・ふ軽(放牧圧) 重 〉 軽

(A) 放牧匠の増加による草量低下

が少な〈、利用率をあげると

利用量が急増する場合

也) 放牧庄の増加による草量低下
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もう一つにはスプリングラツνユといわれるように季節的に大き〈変動する草量に対して如

何に対処するかというととがある。過剰草を他に持出して利用できる場合は別として、同一面

積で同一頭数を年間通して放柑させなければならない場合には春の強い放牧によb再生力を争

さえ、年間とお、して良質の草を平均して保つという技術も考へられるであろう口、

2. 放牧庄と家畜生産

一定市積からの畜産物の収量をきめる一つの要素として放牧圧と草景の関係をみてきーたが、ー

もう一つの要素として頭数(放牧庄)と家高一頭当 bの生産量との関係がある。との関係を草

置が一定であるとして模式的にかけは関2のと金Dであるo

図 2 放牧圧と家畜生産ーの理論的な関係、

A<一頭当bの生産量と一頭当 bの頭数

A. ~ t 

; 
". fl師'''''''''''_内

B : .-El!当りの生産景:と一頭当りの面積

。:面積あたりの生産戸市:と面積当 bの頭数

=
さ
E
《
2
3

CLt 
1/110 

I'ICRES/IINIMAι 
グh

zud、さ
3

内

すなわち常的にみて、白頭数を増加させるに従ぃーよ顕当りの草置は減ってゆき、それがある点ま

で達すると一頭当bの生産景が減bだす、この変曲点で面積当bの生産量が最大になるという

ことである。実際には草量元草質は放牧区忙よって変化し、利用率もかわるのでこの

ような直線的な関係ではなぐ、一定の範囲内では一二頭あたbの生産量が滅'!Jtざしても面積当b
白戸 ι 13)、15)

の生産量は上昇して汀ぐのである。これらは全て利用率の増加にもとず〈もので、草地

生産力が増したのでほないo

これらの関係をあきらかにする一段階として放牧圧による草最の動きを排除して、家喜子に常

に同じ主主最を与へた形の試験が行なわれている。例えば表 2に示!したように革賢治:被るに従い

採食量と一頭当りの生産長ほ減るが、飽食賓の 2倍の草電ーがあれば、それ以上あってもこれを
.2J) 

生産に結'(fつけることはでできないo 飽食鼠の吏K高い高能力牛の場合でも同じである。)しかし
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表 2. 草子まと採食最(Greenha工gh，:1' 966 ) 

1日当り草最(乾物)均愈 1 1. 4 1 5.9 2 0.4 25.6-' 

日 採 食 量 1 0.9 1 1.9 1 2.6 • .1 2.6 米米米

。 M i宵 化 -被.， 7 5.0 7 5.2 7寸ー 75.6 米争長卦七

4 司。 F U 内 M 1 5.2 1 5.0 1 5.9 1 5.6 .N'，.S 
無脂固形分(%) 8.48 8.67 8.89 8.82 米タ~.

体 重 劫，;xて』 化 K均 - OJ 十 0.3 十 0.2 十 0.3 う長

とれに対しては草地がちがえば可消イじ有機物の採食費でみても、飽食最に達する時の草量もち
27) 

がえは、1 飽食罰そのものもちがうともいわれる。 このよう・な形で放牧圧をみると、前に放牧

圧の増加によb草質はよくなb消化率もあがるとしたのとは逆に、家畜は草最不足のためやむ
13) 

をえず質のよくないところまで採食するため消化率はさがる。 これは草地を 2固にわけで放
28 )、 29)

牧した時一層あきらかで、 最初の群:.'こ草量の 58 ~もまで探食させ、そのあとに別の群

を放牧したところ蛋白合最は最初 20.3%だったものが、あとの群の放牧前には 14.6 %、最後

には 12.2%に低下している。 DM採食量も先の群の 33.4ポジドに対して後の群は 28.5ポン

ドてF搾乳費も 20......， 309も少ない。このことは草地の利用方法として高能力牛と低能力牛(乾

澗牛)をわけで放牧するという方法を府委している口個体当りの生産量、面積当bの生産量の

変曲点は放牧方法によってもちがい、前の例もその一つであろうが、多くは輪換放牧と連続放

牧の形で比較されている口放牧圧が{まい段階で・は両方式の問に差はな〈、放牧圧の高い段階で

のみ輪換放牧の有利性を認めているものが多加。放牧方式と放牧圧との間に有意な相互作用が
30)、31)、32)

あb、最適な放牧庄は輪換放牧の方が 5......， 100;0高いところにあるようである。

このことは放牧圧或は放牧方式の試験を行なう際には常に留意されるべきことである。放牧圧

と家苔生産の関係については、→日産乳f君:について母体を犠牲にするためか差がみられない例

もあるが、一頭当bの生産は減少を認めながらも、最i商な放牧がどこにあるかとW うことにな

るとまちまちである。そこで多くの試験結・果から或は草置と牧養力との関係からJ草長一家苔

当bの生産量一面積当りの生産艶の関係につlハて回帰式を求めたb、或は全〈理論的に解析し
24)、33)、34}、35)、37)

ょうとする試みがなされている。 しかしこれらの結果がまたそれ研、

ちがい、実用的でかつ汎用的なものはまだ得られていない。図 5にRiewe らが得たこれら

の関係の一部を示したが草地によって、年次によって大きく変動するのである。

以上のように放牧圧の問題を土壇ー草地一家高という生態系の中で潤確に把握し、他の要素

との相互作用を量的にあきらかにすることは非常に困難であb、今後の研究にまたなければな

らない点'が多い。しかし技術としてみた場合には、たとへば過放牧にならない程度に放牧圧を

増加させるというような案外簡単なことかもしれない。
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面積当bと 1頭当りの生産景1こ対する放牧の関係関 3.
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lハ Voluntary Intake (自由採食量}をめぐる諸問題
北海宣農業試験場草地開発部 雑グ賀一 優

[はじめ.に

牧草の最終の目的は家畜のヤ生産物"にあるため、牧草と家畜を切り離して考えることは出

来ないよ家畜の生産を効率的に高めることが、優良な牧草の具摘す7べさ条件と思おれるので為

一次にその剣牛をとグ出してみよう。

1) 収最が多¥.no

2) 栄養価が高い。

'3) し好性が高〈、採食量が多¥.no

込 4) 消化、吸収が良い。

5')〆家蓄の栄養生産に移行する害Ij合だ大きい。

これら 5つの条件の中で、 1)~..よび 2) については牧草分野の研宛者にJ:; þ 、また 4) 、 5)

については畜産分野の研究者によって、永年にわた t研究されているo じがしながち、 .3)に

ついてはなろそかに扱われてふ今、その重要性が取上げられ、注目をあびはじめたのは最近の

ことである。 3)の重要性とは何かーという聞に対し、簡単にふれてみ孟:ぅ o

家喜子に与えられた飼料は、維持飼料と生産飼料に分かれる。維持飼料とは、家苔が生長もせ

ず、栄養生産、労働生産もせず、健康を保ち、体重を維持τるのiこ必要な飼料である口.また、
生産飼料とは、家畜が生長あるいは乳肉卵毛の生産、、繁殖ー労役なとを行なうための飼料であ

る0.'維持飼料には大体一定量の飼料が消費されるため、それ以上に採食された飼料は、ほとん

どすべでが経済的効果のある生産飼料に利用されることになる。このように、採食量の増加は、

家苔の種々の生産と磐線に結ひーついているので、 3)の条性は非常に重要な意義・を持ラている

ゐといえる勺

. U Vountary ‘Inta-ke と Pala七abili七y

3)の条件に対応する語として、 VOluntayア In七aka(以後γiと略すれ

Palatabilitア、 Preferen‘ce、 Acceptahili七y、なかでもVIと

Pa'la七abilityがよく用いられるようであるo 上Jかし、， Blax七er ら(1961)、

o a m p 1 i n g. ( 1 96¥ 4 )らが指摘しているように、 VrとPalatabilityとは区別す，べ

きであるう n VIとは、飼料が充分与えられた時、一定期間中に家蔀によって採食される量を

示し、 Oonven七ional method で評価されるが、 Palat a b i 1 i七yとは、一般に2

積以上の飼料が与えられ、選択が許される Oafe七eria methodにより評価される。

。第 1図でとの柱縫を明確にすると、 Pala七abiliげは食欲機構に属する 5官によb差が

生ずるものであるのに対レ V1は、食倒幾構に影響されるばかbではなく、採食が「空の胃J

「組織中の栄養減少」によヲて刺激され、 「満された胃J、 「組織中の栄養増加Jによって均-

1'.;切される飢餓機構にも影響されるという相違がある o P a ia.t a b i 1 i tアの評価では飼料開
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の差が現われやす<-~評.仰に必要な時間、規模、労力ば少な〈 τすむロしかし、家否の生産に 4 ‘ 

よb密接に結ひっき、信頼度の高い結果は、 VIの評l1rffiに上って得ちれるものであるだめ、試ー ....-

験の目的により評価方法を決定すべきであるロ上述のように、ことでは Pala七abili'ty 

をVIの 1部であるという見解をとb、以下VIに関与する要因について述べる。

食欲機構

~一一\下
目鼻耳

第lB雪1:j菜食+信対する食欲命よび印|餓の機構

( R i g g e'n b e ~.g .; 1:: 9 6 0 :) 

liI V.Iに関与する要因

(11 外観的形質

色と採食の関係を述べた論文は{をとんどなく、明らかでないが、萌芽したばかりの緑色の

草を好み、 *Y~、病気などによワて黄化した算が採食されないのは、色より触感、あるいは水

分、繊維含景などによるもりであろう。触感がV'Iと関係しているtごとは‘多〈の研究者の

主張するところである。ト~:.)レプ工、スクでは、 ..~Ï.j:・形がよひ何~(感との聞に r = 0.48. *の相関

が得られ(Oraigmiles:ら、 1964)、オーチヤードグラスでも、ケイ酸質の葉歯めた

* ー
めに採食がよくおいといわれている一(Di Jk... 1 959 れまた、ワイーピングラブグラヌ

では、革担との問に相関がみられている (Leig}~ 1961)。

排1世物は、放牧地にお、lハて不食過繁i也を作る大きな要因であるが、そのj京国は、 p/Nの

-49-
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アジパラシスによる糖分の減少のためではなく、匂¥，nが採、食を防げるといわれ (Mar七en

8c Donker、1966 )、その結果、残食部は繊維合荒が高くなにまた、消化率が低くな

るためにますます敬遠され、肥料的効果も付加されて、不食過繁地が出来ると考えられる。

排世物が草地に影響を志、よほす期間について、 N0 r m a n & Gr e e 11 ( 1 9 58 )は、尿の

影響は比較的短期間で消失するが、義の影響は 18カ月らUーも続くと述・べている。

(2) 草指名、よび品積

牧草の草府間]の比較は S七apユedon(lヲ27本)、 Archibald ら(1 94 3 )、

IVins(_1952)、Harkess(1963)、広瀬 (1964)、MinS onら(1964)、Reid

& Jung(lヲ65)、HYderら(1966)、SPedding(19 66)など多くの研究者によ

って行なわれている。 s七apユedOn(1927)は、時期的な経過を考慮に入れ、各草有!の

し好性をみているロそれによるとーライグラスは早春;J:，~上び秋に最も好まれる"オーチヤー

ドグラスは、春先にはよいが、 U~í:t~iの経過にしたがい急激にし好性は落ちる。チモ νーは、

晩春から夏、秋にかけて最も好まれる。メドーフエスクは、出穂、による成分変化が急激でな

いため、年間を通じて悪くはならない、自クローパ、赤クローパ(晩生)は年間を通じて良

加。ーと述べている。草積間にあらわれるし好性の差異は、消化率により大きく影響される

のではないか、と考えられるD 第 2関は Re土d & .Jung(1965)の行なった試験で、 6

草稿が 5月 15日に刈

取られ、 Oafe七erla 

me七hodで評価され

た結

化率では 70""_'7 4 %で、

i'仔，苛苛ま‘とんど差差:がなlい/ρEにも

カかミ坊カかミわらず、 採食最で

は差がみられ、 :!:f.iI体重

ではアノレブアノレブアの

0.2 6工o/dayfこ対し、

トーノレプエスクは0.09

ユち/daァで、約 60叫低い口

この試験から明らかな

ように、草穏聞のt采食

量の差には、消化率以

外に何か他の形質が大

きく関与していると考

えられる。
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第 2隠1:刈取給与した各牧草のVI台よび消化率
( Re i d & J u n g ; 1 965 ) 
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マメ科牧草では、アノレブアノレフアのし好性が良〈ないといわれるが、，イ外科牧草に比較す

ると好ま仇るよ iうであるn

品積ー内になけ冶比較は、オーチヤードグラスでは S七aple'd'onら('1934)、吉、山/ら

(1963)、B正and 8c Den七(1964)らによb行なわれている。 Bland'&; Den七

(1 964 jは、早生のオーチヤードグラス、 4.(f-i体のライーグラスは、茎、禁輸が太ぶ多汁

、で、家喜一に対し、し持性が高いという結果を得ている口このことは筆者ιの行なった試験の結

果によっても明らかで、早生のオーチヤードグラスは、，出穂の影響のあ1らわれる時を除1いで、

年聞を通じて高い採食合示した。ヲイーピングラブグラスでは、:L e i gh (.1 961 -)らによ

って行なわれている0，~をた、 トーノレフエスクでは系統間の比較にまで進んでなb、Buckner

8c BurrUS(1962)は、採食の良い系統を選抜している。，

(31肥 料 F

Nの施用が多くなると可消化有機物が増太し (Ashford 8c"Troe18en、19 6 5 i、

この可消化有機物がじ好性と関連するといわれ(B la n d &; D'8 n七、 196 4. Ha r d i s 0 n. 

ら、 1954 )、 Nの拘用は家畜に対するし好性を増大すでるようである (Iv:ins、1952)。

一方Reidらぐ19，66)ーは、肥料の形態によっても異なるが(硝酸ナトリワム〉硝震をア yモ

ニクム〉硫酸アンモニワム〉尿素〉燐酸アシモニクム.)、 Nの施用は採食殻を減少させると

報告しているD また、 Arnol~ &; Dudzinski(1~66) は、牧草の N 合最と反すう時一

間の間に負の相関をみてうけた。このように、 N肥料の影響は研究者によって見解が異なb、

明確ではないが、 N方面用後の植物が急激に伸長する時期では、採食きれる部位のN合最ち少

、，なく、し好性が高いが、 Nの施間後ある持!聞を経過Lた梓(物体では N合管が高てなり、繊維

合最も明大し、:その結果として採食が減少するのではないかと忽われる。

Eの施用では、 Reid &; Jung(1.965)が有意ではかv勺が、探食を増太するという斡

〆果を得.てなb、S七apledon(1947}は石灰の脆用で、 Leigh(1961)は、高いP、

K含量を有する，牧草で採食が良好である宇いう結果を得ている。ただし、ろもaの比が大き / 

すぎると、オーチヤードグラスでほ/し好制;が落ちるようである(D i j k.. . 1 9 ，5 9キ)口

(4i 消化率 、、

Bu 七七 erWor~h 8c *ries(1965)は羊を用いた試験で、ネーピア"ダラスは、成熟

するにつれて胃を通過するのに要する時・聞が長くなるロまた、挟食費の多い時期では消化率

が高くなり、胃の通過速度は涼〈なる、とわう結果:を得ているo とのように、消化率のよい

飼料は、消化器官の通過時聞と関係し、採食置が高〈なることは、多〈の静限E者・

(s七apledon 1947. Blax七er' 1 964 : . R e i d &; J un g 1 965. Oa mp 1-

.ins 1 965.， Bu七七 erWOr七h 1965. Demarq，uilly・19'6，5 )によーって明らか

にされている。穿九段|はピ'Reid &fJ un g(7965)による、，オ「チヤー let，ラスの時期

の経過にともなう消化率;の推移と VIとめ関係を示した関である。成熟が進むにした!がって

、;
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消化率は低〈なb、平行してV'Iが減少することがわかる。 2若手草では、 1審草のような顕

著な傾向は見られない。
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0-----0消{じ率
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刈取持J( 5月 1日からの日数)

第:;r景1:ォーチヤードグラスにかける消化率と VIの関係 (Reid & Jung ， 1~6'5) 

オーチヤードグラスで、との 12点のデータKよb消化率と VIの相関係数を求めた結果、 ι

+ 0.，81料という高い相関係数が得られた。その他の草積Vておいても相関係数が計く算された。

第 1表:消化率とVIの相関 (Heid & Jung，1965) 

~J!fi 程 時期 相関係数

アノレフアルフア 1 1 十 0.4 5 

チ モ ν - 9 十 o. 5 7 

プロームグラえ 1 2 十 o. 6 2 * 

オーチヤードグラス 1 2 十 0.8 1 ** 

スーダシグラス a 2 0 十 o. 8 5 ** 

トーノレブエスク 1 0 一 o. 3 1 

有意な+の相関は、ブロームクーラス、スーダシグラスによっても得られ、有意ではないが、

アルフアルフア、チモνーも十の高い値を示している。前述のごと〈、 S七ap工edon

(1927*)は、 「メドーブエスクは出穏による成分変化が急搬でないため、し好性は年間

を通じて謀〈ならない」ことを明らかにしている。トーjレブエスクもメドーフエスクと同

様に、し好性の変化が少ないと仮定すれば、消化率と VIの相関係数が低凶値を示したこ

とが理解されうる。 Cooper(1962)は、消化率とVIに相関がみられるのは、その飼
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本~I の繊維合軍・が関与してW るためであり、、繊維合ー罰が少な〈、.消化されやすい形態にな

っていれば、反すうに要する時品切Z少なく、 V1 が高〈なると述べている。 1 持~の研究者

は、組織統合最はし好性に大きなりエイトを占めない(L e i g h ， 1 9 6"1 )、と報告してい

るが、一般にVIと繊維含置には、負の相関が存在するとνγわれている (Hardisonら、

1954. B工and & D'ent 1964. Wilson & Oar'r士c'k 1 96'6 )。

消化率は‘ VIに影響をかよほす要因の中でも重要な位罷を占めている。評価方法ーは、一

般には羊、 U.l羊、兎、鶏がつかわれ、採食した成分量から排j世した成分景を引き、消化吸収

された成分最を求める方法が用いられている。しかし、この方法ーでは、チシプノレ数が多い場

合、あるいは 1つのすンプノレ最が少ない場合は評価が不可能である。 in v i"七rOの消化試

験方法は Tillyら(1960)にょうて開始され、その後も改善されて、 1部の成分ではよ

い粘果が得ちれている。 Ooo:per(t962)らは実際Kライグラス、オーチヤードグラス

でタンパク質の消化率忙対する選抜を行なっている口

(51 成分含有量:

可消化有機物、あるいは組締維合開・が採食に影響するととは前K述べた。そのほかに、

Hardison(1954)は、エーテノレ浸出物、 4金属分の合有景が多いほど採食が良好である。

ととを見い出じた。また、 B1 a nd_ & D e n t (1 9 64)は、.才一チヤードグラスの品種

間でPalatabili七アの試験を行なったが、そのイ会果、?採食景とへキソースの問!と

十 0.721 0てフラクトサ y との問(1[+ O. 7 5 ci 8 ** ....全糖との陪J(fC + O. 9 1 1 7料本という非

常忙高い相関を得た。また、.Van. SOest (1965)は7草積常用いて、化学成分と VI

との相関を求めたo'それによれば、草芯内ではリク'ニY、酸溶性t:f.J，党、セノレローズ、細胞壁

構成物の含置と v']'の問K負の相関がみられ、蛋白含景を消化率との問?とは正の相関が得ら

れた。とれらの傾向はスーダングラス、オ一一チヤードグラス、プロームグラスでは顕著であ

るが、デモν一、アノレブアノレフア、ヌノレーグラフ、、 トーノレプエスクではあま台明確ではないq
草積間の相関で、リグリ y合理:と¥1Itrc 0.91もの高い数字があるが、 7草種の中にアノレフア

ノレフアが含まれているためで、イネ科草積~て限った試験では負の相関係数が予想される。
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v第 2'表:化学成分、，消化率とVIの相関 (Va':ii)So'est:.196:5)

D egrees I T ~ ，._，:~， I 1 Lisn:i.n I ，ADF. 
Of .freedoml ---- I 

PrO七e~" ， 1品工luユoes
Diges七i，...; I 

W c ，，1，:::-:;-':;'.:-:: _: -
もi1i七y. i 

スーとクVクヲス

オーヲーヤ._E' 
，グブス

ブロームグラス

ヂモ ν-

Fアノ只プアルファ 1 1 0 

ブノレーグラス

トーノレブエスク

合計

草種内

車種間

1 9 ..:... 0.89 ** 

l..;.， 0.76申*

キ

*

一

*

牢

Q

U

n

斗

n
O

『
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n
U

門
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8 1-0.33 
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耳目 高高

O. 7 0" 1 -0.8 7ーマ

牢*1
~0:7 8 

;.;. 0.9'♂キ
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0.57 
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，(6) 家畜の種類

採食費はもちろんであるが;し好性が家畜む種類によって異なるととは当然考えられると

とである。'r'nga， i 18: (1 '9 63)ば多くの草種を用v玉、家高:vrよるじ好位の比較を行なった。
その結果;L牛ばアルフアルブ九羊はノ〈ーヌフットトジアオイノレの採食が良好であるモ報告
し友0 ・...で方~'.c ，ow) Fs hβv.r & .Ald e r.('1 ~?'6:;O) は牛と羊のじ持性試験を行ない、 牛は羊

J よJ)Ar:一戸エスタを好み4 オーチヤア?ドグラスは去の方が好むと報告している白‘しかしと
4れら、φ成績は統計分析が行なわれておらず、他の論文;においても，、家畜:vrよるし好性の差が
統計的医有意であるととを示した成績はみられない。一般K、子畜は親よ炉消化率、栄養価、

糖分合量などで選択力が大であ‘るとわわれている。詮た、羊と牛の選告R力の比較セ、は、羊の
芳が敏感であるとしぺわれでいえ5が、逆の成績もあるので明確ではない。とのよう K家畜の種

4 類でのし好性の比較はあま恒行なわれず、成績も少ないがイ乙の原因は4家事の個体間のし

好性K対する差が、家畜の種類間Kおける差K比較して大きいためと思われる。

IV 考察

以上、主として列国文献の紹介Kよてって、牧草の側から VIについて考察を進めてきたが、

さらK家畜の側からみれば、種類、年令、飼育の目的、育成環境などの多ぐの要因が考えられ

る。 をた、思考能力があるため、その心理状態Kよっても大きく左右される。 V1 VCは、 ζの

ようK家畜および牧草の両面から数多〈の要因が関与し、それらが単独、あるいは交互作用と

なって複雑な、 t理解され難い現象を形づくっている。牧草の究極の目的が家苔の穏々の生産K

1 あb、家畜の種々の生産が牧草をぬきKして考えられない現段階Vておいては、両分野は密接に

結びつかわばならない。牧草の生産がたた、ちに家斎の生産K移行するためには、両分野の研究

範聞が拡大され、連結部の谷間を解消し、 V1の解明が飛躍的K進むととが望まれる。
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札幌支居

札幌出張所

武眠薬品株式会社

上野製薬株式会社

友田製薬株式会社

町

美幌町農業協同組合

法経町農業協同組合

日の丸産業社

幌lj~ 

札幌出張所

北海道支社

株式会社梁瀬札幌支J6

1V[1本商事株式会社東京支庖

雪印乳業株式会社

雪印種苗株式会社3t.海遺開拓農業協同組合連合会

北海道共立農機株式会社

北海道生産農業協同組合連合会 札幌営業所

全国購買良業協同組合連今会北海道-支所

札幌営業所三井東圧工業株式会社

北海道草地協会

ホクレシ農業協同組合

労:関農機株式会社 札幌営業所 屋波丹株式会社

iざ露農業協同組合

コハタ農薬株式会社普及開発課

小松製作所北海道支応

" 

丸善薬品産業株式会社

森永乳業株式会社 北海道酪農事務所

民地開発機械公団 北海道支所

有限会社 内藤ヒ。ニーノレ工業所

日本農薬株式会社 北海道出張所

札幌支庖

日本液肥株式会社

日時化学工業社c式会社

雄武町農業協同組合

El4寺霊車鞠販売株式会社

斉藤興業株式会社

街辺事長農業協同組合

サトーサービス株式会社

札似ゴノレブ倶楽部

太陽園農材株式会社
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つ 問 l崎イ言良!~ /1 

姥 浦敏一 最此開発機械公団 IJ¥ 叫fm~ 四じi 一ー 11 
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氏 ベ-1-ァ1 所 府: 氏 ベ，t71 所 属
ー --・・ F ・-

1'ft1 回艮降 北?毎道開発局土木試験場 か

小川光彦 帯広島強調査課 。兼田裕光 道立根釧農業試主肥科

小笠原孝之 北海道開発局計画課 金子 忠 豊浦町農協

i 

小 野昭平 帯広開発建設部 加藤俊三 様似土佐区農業改良普及所

小原川憲明 ゴ日毎道農務部酪農草地課 河房;林正之 ホク νY畜産部蒋:筒課

o央村純一 道立天北農業試験場 河野和男 北海道大学農学部

o大崎亥佐土佐 " 河崎 7.叫三Z24 Zξ ・ 農別業海村改西良部普地及所区

大橋 忠 留寿都tlT区;農業改良普及所 o帰山幸夫 北海道農試畑作部

小川l 博 美深地区農業改良普及所 片岡健治 草地開発部

小野瀬 勇 川村 カ 根室支庁経済部産業課

尾前時夫 早来町役場産業課 金曾常治 中標津地区農業改良普及所

大塚宏ニ 北大低温理科学研究所 神原悠司 留萌関建開墾建設諜

太田代達夫 苫小牧市役所 川又正勝 大筒村役場産業課

岡田 最 雪即種苗株式会社 管野勝己 鵡川地区農業改良普及所

大戸辰夫 雪印乳業株式会社 加藤勝栄 斜里町農協

o大森昭治 道立新得蓄産試験場 金山 章 北海道ー開発局調査課

o大塚良美 有珠土佐区農業改良普及所 河本 泰 札幌開発建設部

岡田芳明、 南富良野農業協同組合 梶本 博 根釧開拓営農指導所

o及川 寛 新得畜産試験場 河勝文千代
釧路
開発建設部関とん建設課，

o小倉紀美 道立根釧農業試験場 。上出 純 道立滝川畜産試験場

大賀乙寿 jヒ?毎道開発局調査課 笠木 昇 稚内開建

大橋 肇 封甫町役場 川島洋三 名寄土佐区農業改良普及所

。大原 f久友 帯広畜産大学 川端習太郎 草地?開発部牧草第 2

大下正夫 十勝種畜牧場 。川崎 正 阿寒地区農業改良普及所

河津政武 帯広関建開懇建設課

0金 2川博光 1/ 調査課
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名 月7 罷1 氏 名 所 原i

主夫 上野幌育積場(雪印椅前) 木戸賢治 l天北長試天境支場

木下昇 椋茶町役場産業課 彰 j[:良試長-芸化学音[~

勲 帯広開競院!墾建設課 o北守 勉 天北農・業試験場

司 jl::1-毎道農業試験場作物第 T 菊池 弘主 j 昨~;Ì首Jt:t務部酪農草jせ課

f 人 千才地区農業改良普及所

5 雄 稚内問建 く

降 大樹町役場 黒沢不二男 滝川苦手産試験場

L 男 標津農協 鍬崎一郎 自li路間建調査課

朽木太 興部地区農業改良普及所

倉田利治 稚内間態
、

号音j 道立根創11農業試験場 黒木 者主 北海選開発局開拓課

治 留萌開建.関とん建設諜 桑元忠彦 内別町開拓営農指導所

長 厚沢部町 久米田 喜M君・主 根割1¥開拓営農指導所

2 
ホクレン

日下勝義 猿払村開拓営農指導所
農協連合会畜産部都:尚課

E 正 /1 倉 本公雄 根容支庁経済部産業課

2 良is 北海道大学農学部 工藤義太郎 根室支庁長業改良普及所

指 美幌町役場 熊谷 敏 日高種畜牧場

さ雄 EI露農業協同組合 熊坂医!三 日高支庁産業課

在雄 北海道農務部酪農・草地'課

手夫 1/ け

ま雄 稚内開建 源馬琢隣 帯広畜産大学

定雄 中標津地区農業改良普及所

言雄 農地開発機械公団 と

民雄 中楳津地区農業改良普及所 近藤伺i 彦 「直川畜産試験場

是正 草地開発部 小林道臣 新得畜産試験場

言炎治 jヒi合i迅ー大学農学部 ぷ"1、 義美 留fitljr~ f:j殻開墾建設課

l一氏
。兼子

川村

川|向

o金子

。金川

西

原

岡

葛

管

片

き

メμ平J・

菊 t 地

京谷

木下

:[1::島

木下

菊田

木村

岸田 t

木，回

木下

菊地

木村

菊地

i木原

仁志:多

ー

ーもも一



氏名所 属|氏名所 属

十勝中部服 1 
小崎正勝大規模草地管理事務所 匂坂昭吾滝川事産試験場

小泉松d 雄浦河地区農業改良普及所 佐野信一新得高産試験場

小林 弘浜市別開拓営農指導所 o寒河江洋一郎天北農業試験場

小松武光北海道農務部酪農-草地諜 沢田泰男北海道i;農試畑作部

河野定土佐 H 佐藤正治石拘地区;農業改良普及所

小林信-tb.I j回毎道開発局土木試験場 斉藤俊男

合田正利留萌関建開とん建設課 佐藤桁夫宗谷農協

小杉山 賢帯広間建調査課 坂本与一酪農学岡大学 i 

o ;J深川忠士必得道農試畑作部 佐藤繁雄別海東部地区営農指導所

後藤房雄足寄祉区農業改良普及所 桜井 允道立中央農業:試験場

小曾川才松式滝村開拓営農指導所 佐藤正三 津別f止区農業改良普及所

今野 昇 1 留萌支庁農君続出 桜岡正之弟子屈rW拓農業指導所

o小，境 栄新得畜産試験場 佐藤正夫美幌町役場

紺野 徹稚内開建 佐藤昭吾稚内開建

o小林 茂中央且試 : 佐々木 隆 • jt::P?f農政局魚野川東部
ir:開拓建設事務所

o小竹森訓夫酪北農大科農学学研部究施設 i 三歩 恒男 稚内慨 l 

0近藤秀雄北農試草地開発部: 佐久間敏雄 北海道開発局土木試験場

後藤寛治 H 桜田犬民北街道開発局計画課 4

o小西庄吉ハ十勝支庁草地係 ; 斉藤喜助 日高種審牧場 | 

北海道開発 ェ」

近藤久和コンサノレタント(株!) 坂本宣崇 λユヒ農業試験場

佐々木 向十勝額畜牧場

さ 斉藤 斉三石地区農業改良普及所

佐藤博.保北?信道農試草地開発郊 坂野 博北海道・開発局計画課

沢田荘平帯広畜産大学 斉藤武郎釧路開発建設部

斉藤利雄浜屯別土佐区農業改良普及所 佐藤昭彦 帯.広開態調査課

佐々木 精稚内閲建 L沼竺一 昭|北大低温科学研究所一一一
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白浜料]'

:l 、J

ダ斉藤恵二 新得高産試験場 1 土川支庁

|佐藤 実
別海東部批区

鹿野利一1711序府町農業協同組合
農業改良普及所

、斉藤悟郎 中標津開拓営農指導所 l志和武蔵lj帥
佐々木，俊，生 雪印磁苗株式会社 o篠原 功賂農学園大学

/ 

， :1 佐々木六朗 雪印乳業酪農部

11 

島貫忠幸 北農試草土佐開発部

斉藤 男 甜11略開建調査課 篠原昇三 釧路開発建設部

。佐藤拓次郎|専修大学美唄農工短大 11 0塩崎尚郎 北農試草地野J5 

桜井 i 滑 東北農業試験場 島 田 清男 l専修大学美唄良・工短大

佐々木 イ慶 北海道開発局調査課 品沢寛文I1ヨ4 営

C雑賀 優 北農試草地開発部

'佐藤倫造 11 す

o佐藤康夫 " 菅原 広 frltf幌土佐区;農業改良普及所

t 佐久間 勉 " 杉本亘之 滝川畜産試験場

酒井隆太郎 " 杉浦淳三 農地開発機械公団

佐々木吊¥ 北大農学部農業工学科 須田政美 l 1/ 

、 佐藤正男 十勝支庁長水産課草地係 杉浦傑 稚内問建

清水 博 f上樽開発建設部開とん諜 菅原 4 実 営別農海指村導東部所地区

宍，戸聡、失. 壮腎町役場畜産業課 住吉正次 新得畜産試験場

東海林 繁|津別町農業協同組合 昇- 北海道開発局計画課

清水秀三|北海道農務部酪農草地課 鈴木荘滋 積萌支庁農務部

新谷富雄| 11 畜産謀 o鈴木慎二郎 北農-試草地開発部ー

良川英二|、 11 杉村幸 南農業富良野地区
改良普及所

宍戸{言貞 開発局土木試験場 杉田 巌 網走市経済部農務課
‘恥

長~，'"回‘ 勇 南富良野役場 o杉{言賢 北農試草地開発部

o島田 徹 |北見農業試島広場 11 杉 蹴夫| // 

島 向 義|北海道開発局計商課
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氏 名 所 属 氏 名 胃? 属

せ 竹純 事華 宗谷支庁熊務課

o関口久雄 道立天北農業試験場 滝沢寛梢 中央農業試験場

o千田 勉 新得畜産試験場 o高畑 滋 北農試草地開発部

赤城望也 ホクLろ/訓子府種苗改良牧場 。高野信雄 11 

ノ:f、r ヌ~と. 稚内関建

、そ 11 

曽根章夫 道立新得畜産試験場 高杉卓美 11 

高橋弘三 帯広i期建関とん建設課

た 谷口隆一 新得畜院試験場

竹内隆蔵 旭川開建閲とん建設課 高橋克車jli 釧路開建調査課

袴沢信雄 11 田中 明 北大農学部農芸化学科

高橋清光 西胆振農業改良普及所 田口啓作 北大農学部

田中義幸 北海道開発局計画課 武田和義 11 

高橋 i万右衛門 北大農学部農学科 田端勝美 聞事EfË~ 協連今会
t 

田 村幸=浜中地区農業改良普及所 o高杉成道 硲農学関大学

竹薮昌弘 11 正℃田 ↑専
別潟村西部地区農業改良普
}号、所

田中徳一 旭川間建関ζん建設課 o高橋康夫 千表大学

。田辺安一 新得畜産試験場 高橋 重 中標津地区農業改良普及所

高橋国夫 釧路開建 田畑甲子郎 空知支庁

谷内則彦 豊富農業協同組合 田淵敏朗 壮瞥町役場序業課

田村賢治 ホクレシ積苔牧場 館林俊国 大滝村役場

高橋 武 網走支庁農務課 竹内貞夫 厚真地区農業改良普及所

o高橋直秀 北大農学部農学課 高野 博 東藻琴地区農業改良普及所

o高野定郎 北海道畜開会 高橋糾ー 北海道農務部農業改良課

。高倉正臣 天北農業試験場

高橋未雄 宗谷支庁農務課
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!壬 名 所 属 氏 名 所 属;

ら 鳥井照彦 稚内閲建

千葉国衛 日高額畜牧場 飛沢義広 生田原町役場
‘ 

千葉義明 豊富町農業協同組合 烏 ~t田 J 貞雄 美幌町農業協同組合
、

、、

土 橋慶吉 儲農学園大学
， 

、

つ
寸

鶴見利司 滝川喜子産試験場 な

塚本 逮 新得畜産試験場 永田俊郎 道立新得畜産試験場

j平松戒三 中山浩二 釧路閲建調査課11 

土 田鶴吉 道立中央農業試験場 中世古公男 北大農学部農学科

都築善作 滝川畜産試験場 楢崎 昇 陥農学園大学

北大農学部苔産学科堤 義雄 中曽根 賢 胆振支庁産業課

筒井佐喜雄 北見農業試験場 中野 明 東藻琴村農業協同組合

都築卓夫 南寓良野農業協同組合 o難波直樹 滝川畜産試験場

角田昭郎 日高支庁産業課 o中山貞夫 北見農業試験場

中川忠昭 新得畜産試験場

て 中村一正 網走支庁耕地課

イ云法卓郎 帯広開発建設部 中山和雄 中標津開拓営農指導所

永田利男 北海道農業改良課

と

根釧開拓営農指導所

。中沢 功 北農試草地開発部

苫米地勝美 中川健二 稚内閲建

外石 J 昇 網走支庁農務課草地係 o永井秀雄 天北農試天塩支場

徳、光 孝 中標津地区農業改良普及所 i 中井恒夫 北海道開発コオノレタント株

土橋平哉 南富良野開拓営農指導所 o中本憲治 " 

富山康男 猿払村役場 。中村文士郎 道庁農業改良課

i鳶野 保 根釧農業試験場 内藤幸治 十勝乳牛育成牧場

土井健治郎 北海道農務部的鹿毛サ也課 内藤幸治 歌受町役場

円、
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氏 名 は[同¥目ミグ白地レJ区y 属

氏 ‘・〆，EV2 所 属

，(tC ， 白"
奏二 :俊明! 農業改良普及所

6西村 格 北農試草地開発部 長谷川久記 高産部種苗課 d

0西野 進鵬畜産試験場 |八戸芳夫北問謹

西村茂吉稚内地区農業改良普及所' 早川勝壱別及所海村西部地区農業改良普

西田昭夫|佐呂間町役場
林ヰ 正弘 遠軽町役場

-

木豊彦|旭11昨 ι建設諌 畠 F 山照生 北海道農務部酪農草地課

。西川治夫帯広開建調査課 橋本 亨 北海道開発局品柄課

。新田 彦|北農試草地開発部

o坂東 健根釧農業試験場

西井則雄宗谷支庁農務課草地係 原中典義 旭川開建闘とλ漣設課

。新関 稔|北大農学部附属農場 林 成周 北農試畑作部

， 
昌弘山 豊 根釧開拓営農指導所、

西尾 裕北海道農務部酪農草地課 橋;本信 留萌支庁経済部農務課

'0袴田共之 根一釧農業試験場

ぃぬ 原田 血-"ヱ. 雪印種苗株式会社 y 

沼辺正一郎 有珠地区農業改良普及所 。早_JII 康夫北農試草地開発部
1 、

。林 満 11 

の 原田 勇‘ 賂農学園大学

， -守

1能ー代昌雄 根釧農試草地科 奏 受器、 雪印種苗株式会社

野村 貞厚岸地区農業改良普及所 林田健司 幌泉地区農業改良普及所
. ¥. 

o能勢 公 根釧農業試験場

ー、

野々村能広 豊富町農業協同組合 L平ひ 山秀介滝JI筒産試験場o野村 琉根釧農業試験場

広川昭治 宗谷農業協同組合

は. 日向 正 根室地区農業改良普及所

橋本 均|根釧パイロットフアーム開
も拓農協 広門正一苫小牧地区農業改良普及所
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氏 名 所 属 氏 名 所 属

平尾 主主 l旭川開建関とん建設課 。藤田 保 j道立根釧農業試験場

東山1 啓三 1厚真地区農業改良普及所 藤本孝一 北海道良務部郎農草地課

平賀即稔 北海道農業試験場 深沢敏雄 業rr冠町役場

O平島利昭 根釧農業試験場

平田 ffB 札幌開発建設部聞とん建設 ほ
課

平間英夫 道立上川農業試験場 細川定治 北大農学部 ， 

o広瀬可恒 北海道大学農学部 o星野達三 北農試草地開発部

飛渡正夫 北大農学部附属鹿場 本間 滋 北生連

穂積武雄 帯広開建関とん建設課

ふ 本堂一男 根室支庁産業諜

藤井健治 雄武町役場 細野信夫 道立新得畜産試験場

福井一宗 苫小牧開拓営農指導所 堀川泰彰 松前町役場

古谷 実 帯広日礎調査諜

福家正直 留寿都地区農業改良普及所 ま4 

， 

古野! 勉 稚内開建 丸山 馨 浜頓別地区農業改良普及所

藤田 昭 i 三 道立十勝農業試験場 松井忠三 網走家畜保健衛生所

藤沢 男. 標茶地区農業改良普及所 丸山富雄 湧別町開拓農業協同組合

船木未雄 浜中地区農業改良普及所 前田清造 苫小牧市役所

藤井義昭 開発局土木試験場 。政田正雄 登別町役場開発部産業課

福岡芳香 網走支庁 松下正明 伊達町農業協同組合

藤原 豊 留萌開発建設部 松井幸夫 酪農学園大学

藤井甚作 滝川寄産試験場 前川裕美 F7t4拓農協連合会

古田俊昭 十勝支庁農水産課草地係 牧原 武 j凶ミ連

淵沢克己 11 前回 問。 北海道産務部酪農草地謀

福一島雅則 1/ 桝 谷昭之 稚内問建

福原道一 北海道良試畑作部 松野 正 開発局土木試験場
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氏 名 所 属 氏 名 E言1

松田政雄 北海道a開発局計画課 三谷宣光 道立天北農業試験場『

牧野清一 根室地区民業改良普及所 宮本正信 伊達町農業協同組合

。蒔田秀夫 道立根釧農業試験場 。南山 豊 道立天北農試天塩支場

松川五郎 北海道開発つシサノレタシト側 I 0三浦梧楼 雪印種苗上野幌育種場

前、嶋申次 農地開発機械公団 。宮下昭光 北農試草地開発部

o松浦正宏 北農試草地開発部 美馬 臼 壮替町農業協同組合

松原 守 雪印種苗KK上野幌育種場 宮森正灘 上川支庁

o真木芳助 北農試草地開発部 三戸部和孝 厚真地区農業改良普及所

松田悌三 旭川関建開発建設課 o宮沢香春 北農試草地開発部

松 田俊幸 内別地区農業改良普及所 三品賢、二 羽幌地区農業改良普及所

松本圭右 根室支庁曙業課 宮田 久 天北西部
大規検草地管珂1事務所

牧口 保 1/ 営 内政幸 北海道農務部賂民草地.課

丸山典弘 北大良土質改善学教室

。松本達夫 北海道開発局計画課 む
， 

松 村 宏 道立根釧農業試!検場 o村上 撃 帯広畜産大学

真鍋敏夫 網走支庁 。村上三郎 官自慢学園大学

真崎芳朗 白民地 村上明弘
別海村・1東部地区農業改良
普及所

松本光'男 '標茶J!h.区間業改良普及所 向井敏雄
ホク Vン
袋協連合会菅産部報苗課

前橋春之 百小牧j地区農業改良普及所 村田忠臣 1/ 

村 瀬英則 別海主村主東改部地区
良 良普及所

み 村木 :!!ヨEιE 帯広開建開とん建設課

宮川浩輝 滝川畜産試験場 室松正雄 開発局!?自発調査課

宮北健一郎 合名会社宮北牧場 棟方惇也 北海道開拓農協連合会

宮本勝彦 稚内市開拓営農指導所

o三股正年 那須高産試験場 め

南出幸作 日高支庁 目黒勝春 石料正也区fよさ業改良鷲及所
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fJ:.: 名 所 属 氏ーー 名 万JT 属

!ヨ 黒義亮 天塩町役場 o山下良弘 北炭試草地内発部

安田好秀 美11民町役場

も 。箭原信男 北炭試畜産部

諜 行雄 北見民業試験場 山 田末Ij 雄 北生連
.-' 

森脇芳男 厚岸地区民業改良普及所 山下陽照 宗谷支庁炭務部草地係

森 d正敏 1/ 矢沢敬三郎 稚内地区民業改良普及所

森 松志 弟子屈地区長業改良普及所 山本為雄-広島地区長業改良普及所l

森田 イ彦 道立中央!設業試験場 山家良治 民地開発機械公団

桃野作次郎 北海道大学農学部 山本安司 北生連

本井力治
多相也区大規模草地管理事

。山ロ 宏 道立根釧j品業試験場務所

森原繁太郎 自営 山崎昭夫 北燥試草地開発部

山田正義 江別地区民業改良普及所

や

山内英夫 胆探支庁!廷務課 ゆ

安田 昇 留辺嘉農業協同組合 湯川邦三 北海道開発局調査課

矢萩 達 生田原役場 湯藤健治 中標津地区農業改良普及所

山口良光 遠軽町農業協同組合 湯原 巌 北良試病毘昆虫部

山口秋寿 芭露農業協同組合 湯浅満之 稚内閲建

八木 。勇 美幌町農業協同組合 湯浅孝志 ホクL/:Y農協J連合会

八木俊夫 稚内開建

矢野義治 開発局土木拭験場 よ

山崎 '勇 静内地区民業改良普及所 由田宏一 北大段学部j見学科

八幡林芳 北海道j長試畑作部 横井鎌一 新冠地区嵐莱改良普及所

山仲政治 早来地区長品業改良普及所 o吉原典夫 浦河地区炭業改良普及所

山城昭一 留萌支庁 吉田 稔 北大民学部

八重樫 清 今金町儲!誌協J同組合 τに士i 弁E色ZZ Etヨヨ ニ?二? 税内閉廷ij自とん建設課
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道立天北農業試験場

隆|造立問i蹴京阪
t住正辺

わ、

渡

根郵n民業試験場

北海道開発局開拓諜

忠三|弟子屈地区民業改良普及所

北生連
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国
s

国土
ロ

)11 横
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本o脇横山偉和夫
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開発局開発調査課

留萌開建

上川良試畑作部

夫

作次郎

陸辺

辺

渡

渡

o和

開発局土木試験場

旭川開発恕設部

瑛瑛Jllえん堤恕設事務所

帯広斎産大学
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古
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古
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開萌支庁長務部裕辺j度男和米

稚内問建調査課秀坂o Hth 税内開建男秀岡士ロ

北海道a縫務部畜産課

¥' 
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五二
fコ業報号事年度.3 BG 不日1、

、

秋季講演会

日本草地学会との共催で、昭和 43年度秋季大会第 1 6回講演会を開催口

(於、北海道大学農学部)8月 28日........，2 9日、

春季講演会(3月 5日、於北海道炭試)2. 

会報の発行

1 )秋季講演会プ四グラム発行為、よひ、大会の案内

2 )会報(第 3号)の発行

『

。-

会員の移動4. 

現在 56 6名退会 4名正会員:新規加入 48名、

3 8名

3 8名

現在

現在

退会攻じ

辞任 6名

2名、

1113 和

9名、

賛助会員:新入会

評議員:新規季瞬

議計画保)年度事4 

1月)( 9"-' 1 秋季研究大会

、、，ノ月?「一v年
に
1
V

A
斗

/
『
‘
、春季講演会2. 

一一 76一一

( ~.3 、Á'ó. 4 会報の発行

イ由のそ
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凶示日 4 3年度収支決算報告

(昭和 44年 2月末日決算)

収 λの部

項 目 単価 員数 金額 備考

前年度繰越金
円

1 48.55甲

正会員会資
1l120 m 

1 5 0 3 0.0 0 0 

賛助会員会比ー 。。 24 24.0_0 0 

百十 202.5 51 
I 

支出の部

項 自 単価 員数|金鈎 備考

会誌、発行資
円 円

原稿料 1 0.0 00 

事 務 資

消耗品賞 3.040 

通信貿 6.665 

印刷賀 1 6.9 0 0 

備品賞 ス200

賃l 金 63 1 8 5.050 

負担金補助金

草地学会補助金 40.000 共催経資

スクリ -y購入補助 2 0.0 00 11 

計 1 08.85 5 

一

収支差引伐高 9 3. 6 9 6円

(次年度に繰越)

ーー 77一一



収入の部

項

越金

会員会費

計

支出の部

項

業 資

会誌発行民

講演会資

総会会議員

7主1"4々T 務 資

消耗品質

通信費
、

印刷費

賃 金

予 備 資

計

悩不日 4. 4年:度予算(案)

目 単価 員一数 金額 備 考
ーーー-

円
9 3，6 9~ 

300 396 1 1 8，8 0 0 納入 70%

1，00 0 38 38，000 

250，496 

目 単価 員数 金額 備 考

円 円

90，00，0， 2回

4 0，0 00 :秋季

60，000 春季講演会含む

3;0 0 Q 

7， 0 0 q 

1 4，00 0 

5，0. 0 0 

3 1，49 6 

25 0，4 96 
一 ー『 一一一ーー

収 支差引 口

...:_' 7 8 _:_ 

、
，、



編 集 後 コLZ=ロ

盛大な日本草地学会秋季大会をピークとして、北海道の草地研究界にとって昨年は多忙かつ意義

深い年でした。本号にもそのトピックを掲載いたしましたo

窓外は雪また雪の日々、暖房にむしあげられながら、会員諸氏の期待に添うべ〈原稿執筆氏精励

された草地研究会の精鋭諸氏K深く感謝いたします。

1. 前号K予告したと金P会員名簿を掲載いたしました。 1月末現.在の会員は 566名です0'

2 会費未納が全会員の÷にも達し財政が苦しくなっていますo ど面倒でも未納の方は至急納入

下さいますよう b願い致します。

( 2月25目、真木・松浦)
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